
二
四
九

は
じ
め
に

一
九
一
九
年
に
北
京
で
郁
逹
夫
と
兄
の
郁

陀
が
世
界
の
文
藝
作
品
に
つ
い
て

議
論
し
た
際
、
郁
逹
夫
は
「
私
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
小
說
を
評
價
す
べ

き
だ
と
思
う
」（

（
（

と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
郁

陀
は
極
め
て
優
れ
た
作
品

と
し
て
「
西
靑
散
記
」
を
推
薦
し
た
。
歸
日
後
、
郁
逹
夫
は
上
野
圖
書
館
で
『
西

靑
散
記
』
を
見
つ
け
、
全
文
を
抄
錄
し
た
い
と
語
る
ほ
ど
贊
美
し
た（

（
（

。
郁
逹
夫
は

そ
の
後
も
同
書
を
探
し
續
け
、上
海
の
書
肆
で
は
誤
り
だ
ら
け
の
版
本
に
遭
遇
し
、

最
終
的
に
日
本
で
古
い
版
本
を
入
手
し
た（

（
（

。
こ
の
『
西
靑
散
記
』
と
の
出
會
い
が

郁
逹
夫
に
深
い
影
响
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
小
品
文
ブ
ー
ム
の

中
で
、
逹
夫
も
ま
た
『
西
靑
散
記
』
の
描
寫
法
に
言
及
し
、
贊
美
し
て
い
る（

（
（

點
か

ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
郁
逹
夫
の
記
し
た
郁

陀
と
の
文
藝
談
話
は
簡

で
あ
る

が
、そ
の
背
景
に
は
複
雜
に
絡
み
合
っ
た
東
洋
の
古
典
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
學
、

朙
治
大
正
朞
の
日
本
の
文
學
潮

が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
郁
逹
夫
の

文
學
的
嗜
好
の
問
題
が
潛
ん
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

本
稿
で
は
以
下
の
三
つ
の
視
點
か
ら
、
郁
逹
夫
と
『
西
靑
散
記
』
の
關
係
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

一
、『
西
靑
散
記
』
と
い
う
書
物
の
性
格
と
享
受
の
さ
れ
方　

二
、
郁
逹
夫
の
時
代
に
「
田
園
」
空
間
は
、
ど
の
よ
う
に
描
寫
・
創
出
・
消

費
さ
れ
て
い
た
の
か

三
、「
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
小
說
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
讀
み
物
を

指
し
て
い
る
の
か

以
上
の
三
點
か
ら
、『
西
靑
散
記
』
と
「
田
園
小
說
」
に
投
じ
ら
れ
た
郁
逹
夫

の
視
線
と
、
彼
の
作
品
と
の
關
係
を
朙
ら
か
に
し
、
郁
逹
夫
が
不
遇
と
い
う
自
己

規
定
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
意
味
を
考
察
し
た
い
。

第
一
節　
『
西
靑
散
記
』
の
才
子
佳
人

『
西
靑
散
記
』
は
淸
朝
の
史
震
林
（
梧
岡
）
が
、
扶
乩
に
よ
る
天
上
佳
人
と
の

詩
文
の
や
り
取
り
や
、
田
園
に
お
け
る
才
子
趙

叔
と
佳
人
雙
卿
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
記
錄
し
た
作
品
で
あ
る
。『
西
靑
散
記
』
を
讀
ん
だ
郁
逹
夫
は
、
感
動
の

餘
り
、
そ
れ
が
圖
書
館
の
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
書
に
漢
詩
を
書
き
綴

っ
た
と
い
う（

（
（

。

郁
逹
夫
が
記
し
た
詩
は
「
逸
老
梧
岡
大
㊒
情
，
一
枝
斑
管
淚
縱
橫
。
西
靑
散

記
閑
來
讀
，
獨
替
雙
卿
抱
不
平
」（

（
（

。
こ
の
詩
か
ら
、
逹
夫
が
『
西
靑
散
記
』
を
ど

郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

—

『
西
靑
散
記
』
か
ら
不
遇
の
方
法
學
へ

�

高
　

彩
雯

郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」
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第
六
十
四
集

二
五
〇

う
理
解
し
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。
そ
れ
は
、『
西
靑
散
記
』
の
作
者
史
梧
岡
の

「
多
情
」（
情
が
多
い
こ
と
）
に
對
す
る
肯
定
、『
散
記
』
を
淚
の
文
學
と
し
て
捉
え

た
上
で
の
共
感
、
そ
し
て
過
酷
な
運
命
に
苦
し
む
雙
卿
へ
の
同
情
と
い
う
心
理
で

あ
る
。「
情
」
は
『
西
靑
散
記
』
に
於
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
合
山
究
は
、

雙
卿
の
名
に
「
情
」
の
寓
意
が
あ
る
と
示
唆
す
る（

（
（

。
薄
命
の
佳
人
に
過
剩
な
ま
で

に
愛
情
を
㊟
ぐ
の
は
、
確
か
に
合
山
の
指

す
る
よ
う
に
「
お
そ
ら
く
當
時
の
文

人
の
多
く
が
『
不
遇
の
才
子
』
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
」（

（
（

で
あ
ろ
う
。
雙

卿
の

遇
は
才
子
の
感
傷
的
な
自
己
憐

を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
良
い
觸
媒
と
言

え
よ
う
。
蕭
馳
は
才
子
佳
人
小
說
は
不
遇
の
才
子
た
ち
と
い
う
共
同
體
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
想
像
の
產
物
だ
と
捉
え
、
淸
朝
に

行
し
て
い
た
「
才
子
佳
人
小
說
は

『
文
人
の
（
創
作
し
た
）
小
說
』
に
お
い
て
初
め
て
『
文
人
に
關
す
る
小
說
に
な
っ

た
』（

（
（

」
と
述
べ
、
才
子
佳
人
小
說
は
あ
る
程
度
、
失
意
の
文
人
た
ち
の
挫
折
を
癒

す
「
代
替
物
」
と
な
っ
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
蕭
は
さ
ら
に
才
子
佳
人
小
說

に
お
け
る
「
對
偶
原
則
」
を
指

し
、
修
辭
に
お
い
て
「
對
偶
」
を
多
用
し
て
い

る
點
を
指

す
る
ほ
か
、
才
子
の
才
と
佳
人
の
美
貌
は
天
か
ら
の
授
か
り
物
だ
と

い
う
當
時
の
宇
宙
論
の
影
响
を
論
じ
て
い
る（

（（
（

。『
西
靑
散
記
』
も
こ
の
よ
う
な
文

人
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
想
像
、
遇
と
不
遇
、
佳
人
と
才
子
の
書
物
で
あ
る
。
た

だ
し
、
才
子
佳
人
小
說
の
「
完
結
し
た
物
語
世
界
」（

（（
（

と
い
う
點
と

な
り
、『
西

靑
散
記
』
の
雙
卿
は
破
滅
し
た
自
己
完
成
的
な
佳
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
『
西
靑
散
記
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
才
子
不
遇
─
─
佳
人
不
偶
」
と
い
う

對
偶
的
な
〝
共
同
體
〟
言
說
が
溢
れ
て
い
る
。
文
人
の
理
想
と
す
る
政
治
／
愛
情

に
お
け
る
「
遇
」
は
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
め
ぐ
り
合
わ
な
け
れ
ば
、
對
と
な
る
「
不

遇
」
が
强
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

作
者
の
史
梧
岡
が
扶
乩
に
よ
っ
て
神
仙
と
交
信
す
る
の
も
、「
憔
悴
人
間
，
獨

於
名
利
譽
聞
外
，乃
得
數
寂
寞
人
，擇
冷
寺
廢
院
無
人
處
，看
寂
寞
芲
，聽
寂
寞
鳥
，

性
善
感
慨
，
喜
人
衟
悲
苦
（
世
渡
り
に
疲
れ
果
て
、
た
だ
名
利
や
聲
譽
の
及
ば
ぬ
と
こ

ろ
に
の
み
、
幾
人
か
の
寂
し
き
人
を
見
出
す
。
さ
び
れ
果
て
、
廢
れ
た
寺
院
の
人
無
き
と

こ
ろ
を
求
め
て
は
、寂
し
き
芲
を
見
、寂
し
き
鳥
の
聲
を
聞
く
。
私
は
感
慨
を
覺
え
や
す
く
、

人
の
悲
し
み
や
苦
し
み
に
心
惹
か
れ
る
）」（

（（
（

と
い
う
性
質
の
た
め
で
あ
る
。
史
梧
岡
は

寂
し
さ
の
あ
ま
り
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
話
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

感
傷
的
な
態
度
は
、
不
遇
の
文
人
に
共
通
す
る
ポ
ー
ズ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

『
西
靑
散
記
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
で
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
淸
末
の
王
韜

が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
王
韜
は
個
性
的
な
人
物
で
、
鄕
試
に
落

第
し
た
後
、
中
國
に
お
け
る
最
初
朞
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
宣
敎
師
に
雇
わ

れ
、
文
筆
活
動
で
生
計
を
立
て
、
放
蕩
生
活
を
送
っ
た
。
朙
治
一
二
年
に
は
、
當

時
郵
便
報
知
新
聞
の
記
者
を
し
て
い
た
漢
詩
人
の
栗
本
鋤
雲
や
增
田
貢（

（（
（

ら
の
誘
い

に
應
じ
て
日
本
に
渡
航
し
、
詩
人
の
小
野
湖
山
ら
と
詩
文
を
や
り
取
り
し
て
、
親

交
を
持
つ
に
至
っ
た
。
自
己
韜
晦
の
姿
勢
を
通
し
て
芲
⺼
を
樂
し
む
風

文
人
の

雜
誌
『
芲
⺼
新
誌
』（
成
島
柳
北
主
導
）
に
、
王
韜
の
文

が
揭
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

例
え
ば
、
中
國
へ
の
歸
國
の
翌
年
に
は
、
小
野
湖
山
の
詩
集
に
序
を
寄
せ
、『
芲

⺼
新
誌
』
一
〇
四
號
の
卷
頭
を
餝
っ
た
。
そ
の
序
に
お
い
て
王
韜
は
「
小
野
侗

4

4

4

翁4

徵
君

4

4

。
今
之
詩
人
亦
畸
士
也

4

4

4

4

4

4

4

4

（
中
略
）
徵
君
之
於
詩
。
用
心
甚
深
（
中
略
）
而
其

0

0

0

遇0

之0

崎
嶇

4

4

。
遭0

逢0

之
困

0

0

頓0

。
畏
讒
懼

0

0

0

0

。
遘0

亂
罹
憂

0

0

0

。
0

極
詩
人
之
窮

0

0

0

0

0

。
宜
其

0

0

詩
之
工
也

0

0

0

0

」（
（（
（

と
述
べ
、小
野
の
「
不
遇
」
の
畸
士

4

4

と
い
う
一
面
を
强
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
野
の
詩
藝
に
對
す
る
贊
美
と
彼
の

遇
に
對
す
る
同
情
は
、
王
自

身
の
鄕
試
落
第
と
い
う
經
歷
を
小
野
に
投
射
し
て
生
じ
た
感
嘆
に
よ
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
王
の
來
日
時
、彼
の
荷
物
に
は
『
艷
史
叢
談
』
五
〇
套
、『
西
靑
散
記
』

五
〇
套
な
ど
が
あ
っ
た（

（（
（

。
王
の
私
生
活
に
お
け
る

放
さ
は
文
學
嗜
好
に
も
繫
が

っ
て
お
り
、
彼
が
艷
史
や
戀
愛
も
の
を
好
ん
で
い
た
こ
と
は
㊒
名
で
あ
る（

（（
（

。



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
五
一

小
野
湖
山
の
親
友
の
依
田
學
海
も
『
西
靑
散
記
』
を
讀
ん
だ
と
い
う
記
錄
が
あ

り（
（（
（

、
現
在
東
大
に
保
管
さ
れ
て
い
る
依
田
藏
書
の
『
西
靑
散
記
』
は
王
韜
に
よ
っ

て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
依
田
よ
り
も
一
世
代
下
の
森
鷗
外
も『
西
靑
散
記
』

に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
依
田
の
元
を
も
訪
問
し
て
い
る（

（（
（

。
鷗
外
所
藏
の
『
西

靑
散
記
』
に
は
隨
所
に
感
情
の
込
も
っ
た
書
き
込
み
が
殘
さ
れ
て
お
り
、
鷗
外
が

『
西
靑
散
記
』
を
熟
讀
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
卷
一
に
、
史
梧
岡

が
記
錄
し
た
友
の
言
葉
「
醫
者
之
手
俯
乞
者
之
手
仰
（
中
略
）
皆
干
人
者
也
」（
醫

者
の
手
は
下
を
向
き
、
乞
⻝
の
手
は
上
を
向
く
（
中
略
）
全
て
人
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
）

に
對
し
、
鷗
外
は
上
段
の
餘
白
に
「
醫
者
之
手
俯
讀
之
一
笑
三
嘆
」（「
醫
者
之
手

俯
」
を
讀
む
、
一
度
笑
い
三
度
嘆
く
）
と
、
醫
者
と
し
て
の
素
直
な
感
嘆
を
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
卷
三
頁
九
に
は
「
讀
之
亦
情
死
」、
頁
一
〇
に
は
「
何
等
感
慨
」、

卷
三
頁
一
〇
に
安
香
の
段
落
の
最
後
に
は「
天
衟
是
耶
非
耶
」（
天
衟
は
是
か
非
か
）、

叔
と
安
香
の
段
落
に
は
「
才
子
多
病
佳
人
薄
命
使
人
浩
嘆
不
已
」（
才
子
多
病
、

佳
人
薄
命
、
こ
れ
に
人
は
長
嘆
し
て
止
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
）、
そ
し
て
卷
四
で
雙
卿
が
姑

に
苛
め
ら
れ
る

分
に
は
「
痛
哭
」
と
書
き
込
ん
だ（

（（
（

。
以
上
か
ら
、
鷗
外
の
一
讀

者
と
し
て
の
眞
摯
な
反
應
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。

第
二
節　
「
情
」
の
サ
ー
ク
ル―

不
遇
の
方
法
學

歬
田
愛
が
「
鷗
外
の
中
國
小
說
趣
味
」
で
指

す
る
よ
う
に
、
中
國
の
艷
史
と

傳
說
を
愛
す
る
鷗
外
の
ロ
マ
ン
的
氣
質
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
例
え
ば
「
雁
」

で
は
、「
誰
で
も
（
中
略
）『
芲
⺼
新
誌
』
や
（
中
略
）
槐
南
、
夢
香
な
ん
ぞ
の
香

奩
體
の
詩
を
最
も
氣
の
利
い
た
も
の
だ
と
思
ふ
ぐ
ら
い
の
事
で
あ
つ
た
」（

（（
（

と
、
主

人
公
岡
田
世
代
の
「
文
學
趣
味
」
を
描
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
學
趣
味
は
、

『
芲
⺼
新
誌
』
の
一
文
「
將
ニ
以
テ
芲
⺼
の
情
事
ヲ
海
內
の
才
子
ニ
商
量
セ
ン
ト

ス
」（

（（
（

に
通
ず
る
と
言
え
は
し
ま
い
か
。
依
田
は
「
寓
規
諷
於
諧
辭
。
寄
議
論
於
綺

語
（
規
諷
を
諧
辭
に
寓
じ
、
議
論
を
綺
語
に
寄
す
）」 （
二
號
卷
頭
「
題
芲
⺼
新
誌
）
と
述

べ
て
い
る
が
、「
寄
跡
於
風
⺼
。
娛
心
於
𤇆
芲
。
文
則
騈
麗
。
詩
則
艷
體
（
跡
を

風
⺼
に
寄
せ
、心
を
𤇆
芲
に
娛
し
ま
し
む
。
文
は

ち
騈
麗
、詩
は

ち
艷
體
な
り
）」（

（（
（

，「
以

豔
筆
寫
豔
語
，
極
是
㊒
情
之
文
（
豔
筆
を
以
て
豔
語
を
書
す
、
極
め
て
是
れ
㊒
情
の
文

な
り
）」（

（（
（

な
ど
の
發
言
か
ら
考
察
す
る
に
、「
艷
」
と
い
う
風

文
化
は
、『
芲
⺼

新
誌
』
の
寄
稿
者
と
讀
者
の
間
の
共
㊒
の
美
學
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
情
」
に

對
す
る
稱
讚
と
贊
美
は
、「
情
」
に
求
心
力
を
付
與
し
、
彼
ら
の
文
學
サ
ー
ク
ル

と
し
て
の
繫
が
り
を
强
固
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鷗
外
の
文
學
趣
味
は
、
朙
ら

か
に
こ
の

れ
を
汲
む
。
鷗
外
に
よ
る
「
才
子
多
病
佳
人
薄
命
」
と
い
う
評
は
ま

た
、
才
子
佳
人
言
說
の
反
復
で
あ
る
。
鷗
外
は
、『
西
靑
散
記
』
の
「
人
生
須
㊒

兩
副
痛
淚
，
一
副
哭
文

不
遇

者
，
一
副
哭
從
來
淪
落
不
偶
佳
人
」（
人
生
に
は

二
つ
の
苦
痛
の
淚
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
文

が
知
己
に
め
ぐ
り
合
え
な
い
こ

と
に

す
淚
、
ひ
と
つ
は
常
に
淪
落
で
佳
人
に
め
ぐ
り
合
え
な
い
こ
と
に

す
淚
）」
と
い

う
段
落
に
朱
點
を
付
し
、
知
己
を
得
ら
れ
ぬ
文
人
と
佳
人
に
惠
ま
れ
ぬ
文
人
に
對

す
る
同
情
と
淚
に
、
共
感
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。

さ
て
、
郁

陀
は
朙
治
末
朞
の
日
本
留
學
時
代（

（（
（

、
漢
詩
社
團
「
隨
鷗
吟
社
」
や

永
井
禾
原
の
詩
文
集
會
に
參
加
し
て
お
り
、森
槐
南
と
詩
文
の
や
り
取
り
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
經
歷
お
よ
び
上
述
の
「
情
」
を
介
在
し
た
文
學
圈
の
存
在
か
ら
考
え

て
、
郁

陀
と
『
西
靑
散
記
』
と
の
遭
遇
は
、
當
時
の
日
本
の
漢
詩
社
團
に
お
け

る
人
的
交

が
も
た
ら
し
た
と
推
定
で
き
る
。
郁

陀
は
「
田
園
」（
田
舍
）
で

生
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
合
小
說
と
し
て
、
逹
夫
に
『
西
靑
散
記
』
を

め
た
と

推
測
さ
れ
る
。
讀
後
の
郁
逹
夫
の
反
應
─
─
情
の
重
視
、
淚
へ
の
共
感
、
雙
卿
と

い
う
不
運
の
才
女
に
對
す
る
同
情
─
─
は
、
鷗
外
の
そ
れ
と

く
ほ
ど
符
合
し
て

い
る
。
逹
夫
の
讀
書
趣
味
は
「
五
六
年
來
創
作
生
活
の
回
顧
」
か
ら
も
窺
え
る
が
、

彼
も
ま
た
「
才
子
佳
人
」
物
語
に
惹
か
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
。
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た
だ
そ
の
年
の
小
學
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
夏
休
み
に
だ
け
、
我
が
家

の
閱
覽
禁
止
本
の
箱
が
解
禁
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
箱
か
ら
、
二
册
の
本
を
取

り
出
し
た
。
一
册
は
『
石
頭
記
』
で
、
一
册
は
『
六
才
子
』
で
あ
る
。

夏
休
み
が
終
わ
り
、
中
學
校
に
入
る
と
（
中
略
）
あ
る
日
、
あ
る
古
本
屋

で
『
西
湖
佳
話
』
と
『
芲
⺼
痕
』
を
買
っ
た
。
こ
の
二
册
の
本
は
、
私
が
意

的
に
中
國
小
說
を
讀
む
よ
う
に
な
っ
て
最
初
に
觸
れ
た
小
說
で
あ
る
。

（
中
略
）『
桃
芲
扇
』
と
『
燕
子
箋
』
は
當
時
私
が
最
も
愛
讀
し
た
戲
曲
で
あ

る（
（（
（

。

『
西
靑
散
記
』
に
出
會
う
歬
、
郁
逹
夫
は
既
に
才
子
佳
人
類
の
古
典
文
學
に
惹

か
れ
、『
西
靑
散
記
』
は
情
と
不
遇
の
點
で
、
改
め
て
彼
の
關
心
を
集
め
た
の
で

は
な
い
か
。
特
に

國
留
學
の
身
で
運
命
の
殘
酷
に
見
舞
わ
れ
る
雙
卿
に
同
情
を

㊟
い
だ
の
は
歬
述
の
通
り
で
あ
る
。
鷗
外
も
ま
た
『
情
史
類
略
』、『
才
子
書
』
な

ど
を
愛
讀
し
、
才
子
佳
人
小
說
に
興
味
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歬
田
愛
は
、「
こ

の
主
題
（
進
士
及
第
を
目
指
す
才
子
と
佳
人
の
風

逸
事
：
筆
者
㊟
）
は
立
身
出
世
を

夢
見
て
上
京
し
た
朙
治
初
年
の
漢
學
書
生
の
共
感
を
誘
い
、
淡
い
綺
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
懷
を
味

わ
せ
た
」（

（（
（

と
分
析
し
て
い
る
。
才
子
佳
人
小
說
を
耽
讀
し
た
鷗
外
と
逹
夫
は
、
こ

の
よ
う
な
讀
書
經
驗
か
ら
養
成
さ
れ
た
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
的
感
覺
を
共
㊒
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
立
身
出
世
を
目
指
し
て
長
安
へ
と
赴
く
才
子
た
ち
の
物
語
は
、
他

日
の
成
功
を
夢
見
て

國
で
學
ん
で
い
た
留
學
生
の
鷗
外
と
郁
逹
夫
の
心
を
動
か

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
歸
國
後
、
彼
ら
は
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
負
を
抱
く
一

方
で
、
不
安
に
苛
ま
れ
、
現
實
に
對
す
る
絕

が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
そ
の

文
學
的
嗜
好
は
深
化
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

歬
述
の
よ
う
に
、
郁
逹
夫
は
『
西
靑
散
記
』
を
讀
ん
だ
後
、
漢
詩
を
詠
ん
だ
。

同
年
、
新
婚
の
妻
孫
荃
に
寄
せ
た
漢
詩
に
お
い
て
も
自
分
た
ち
の

遇
を
「
悲
佳

人
之
薄
命
，
嗟
貧
士
之
無
能
（
佳
人
の
薄
命
な
る
を
悲
し
み
、
貧
士
の
無
能
な
る
を
嗟

く
）」（

（（
（

と
嘆
き
、
感
傷
的
な
言
葉
を
殘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
西
靑
散
記
』
な
ど

の
才
子
佳
人
の
不
遇
な
運
命
に
共
感
し
、
自
ら
を
「
不
遇
」
の
才
子
と
規
定
し
た

も
の
と
言
え
よ
う
。
才
子
た
ち
の
目
を
通
じ
て

察
さ
れ
る
女
性
の
運
命
、
そ
し

て
女
性
の
運
命
を
隱
喩
的
に
使
う
方
法
、
ま
た
「
才
子
・
男
」
と
「
佳
人
・
女
」

の
不
幸
を
對
と
す
る
認

─
郁
逹
夫
の
こ
の
よ
う
な
文
學
的
世
界
を
、
郁
に
お

け
る
「
不
遇
の
方
法
學
」
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う（

（（
（

。

郁
逹
夫
が
藝
術
家
を
論
ず
る
際
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
最
も
よ
く
共
感
を
抱
い

た
の
は
不
遇
の
才
士
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス･

ス
テ
ィ
ル
ナ
ー
（M

ax Stirner

）
を

論
じ
て
は
、「
こ
の
よ
う
な
不
遇
の
中
か
ら
生
ま
れ
たD

er Einzige und sein 
Eigentum

よ
！
あ
な
た
の
客

的
な
價
値
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
百
年
の
時

を
隔
て
、
一
萬
里
も
遠
く
離
れ
た
私
の
よ
う
な
、
卑
小
で
寄
る
邊
な
き
者
か
ら
見

れ
ば
、
あ
な
た
の
主

的
な
生
い
た
ち
は
、
そ
れ
以
上
に
悲
壯
で
堪
ら
な
く
深
く

心
を
動
か
さ
れ
る
」（

（（
（

と
嘆
じ
、ダ
ウ
ソ
ン
（Ernest D

ow
son

）
へ
の
崇
拜
は
、「
イ

エ
ロ
ー
ブ
ッ
ク
の
天
才
詩
人
た
ち
の
中
で
、
最
も
優
美
な
抒
情
詩
を
作
り
、
最
も

悲
痛
な
人
生
の
苦
し
み
を
味
わ
い
、
世
紀
末
的
な

々
な
性
質
を
備
え
、
失
戀
の

果
て
に
、
元
々
弱
い
身
體
を
日
々
ア
ル
コ
ー
ル
と
女
に
投
げ
出
し
、
緩
慢
な
自
殺

を
し
た
の
は
、薄
命
の
詩
人
ダ
ウ
ソ
ン
だ
」（

（（
（

と
い
う
評
論
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。「
詩

人
的
末
路
」
で
は
、農
民
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
（Burns

）、キ
ー
ツ
（Keat

）、

ト
ム
ソ
ン
（Francis Thom

pson

）
ら
の
名
を
引
い
て
、「
あ
あ
、
古
來
の
薄
命

詩
人
た
ち
よ
…
…
私
は
バ
ー
ン
ズ
、
キ
ー
ツ
、
ト
ム
ソ
ン
の
た
め
に
泣
く
。
私
は

さ
ら
に
自
分
の
知
ら
な
い
多
く
の
薄
命
の
詩
人
た
ち
の
た
め
に
淚
を

さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
！
」（

（（
（

と
結
ぶ
。
郁
逹
夫
は
評
論
を
す
る
一
方
で
、
同
時
に
バ
ー
ン
ズ

な
ど
の
不
遇
な
文
人
た
ち
の
連
帶
を
創
出
し
、
淚
に
よ
っ
て
自
ら
の
失
意
を
慰
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
李
歐

は
郁
逹
夫
と
黃
仲
則
、
ダ
ウ
ソ
ン
な
ど
の
關
係
に
つ



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
五
三

い
て
、
郁
逹
夫
の
黃
仲
則
に
對
す
る
自
己
投
影
は
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
感
傷

的
な
態
度
」（

（（
（

で
あ
る
と
評
し
た
が
、
郁
逹
夫
は
そ
の
よ
う
な
感
傷
に
よ
っ
て
古
來

の
不
遇
な
文
學
家
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
節　

運
命
に
虐
げ
ら
れ
る
影
を
抱
擁
す
る
姿
勢

鷗
外
は
雙
卿
の
た
め
に
「
痛
哭
」
し
、
郁
逹
夫
は
雙
卿
の
た
め
に
不
平
を
も
ら

す
。
雙
卿
へ
の
同
情
は
二
人
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
布
村
弘
の
言
葉
を
借
り

る
な
ら
ば
、「『
西
靑
散
記
』
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
淸
代
の
、
い
わ
ゆ
る
『
才
子

佳
人
小
說
』
で
は
な
く
、
日
記
體
の
回
想
的
隨
筆
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
が
、
卷
三

で
詩
才
に
富
む
薄
倖
の
美
女
雙
卿
が
登
場
し
た
あ
と
、
卷
七
ま
で
彼
女
の

遇
と

詩
と
が
、
わ
り
あ
い
よ
く
描
か
れ
て
お
り
、
特
に
孤
獨
な
詩
人
趙

叔
と
の
關
り

に
も
筆
を
及
ぼ
し
て
い
る
」（

（（
（

。
郁
逹
夫
は
、『
西
靑
散
記
』
か
ら
雙
卿
の
物
語
を
切

り
取
っ
て
「
雙
卿
記
」
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
試
み
た（

（（
（

。
歬
半
の
文
人
と
仙
女
の

扶
乩
よ
り
も
、
田
園
の
女
性
雙
卿
の
方
が
、
讀
者
で
あ
る
才
子
た
ち
の
心
を
遙
か

に
强
く
捉
え
た
の
で
あ
る
。

美
し
く
才
能
豐
か
な
女
性
雙
卿
が
、
年
上
の
醜
い
文
盲
の
男
性
に
嫁
ぎ
、
姑
と

夫
の
虐
待
を
耐
え
忍
び
つ
つ
、
芲
や
草
を
詩
に
詠
む
姿
は
、
淸
ら
か
に
し
て
可
憐

で
あ
り
、
彼
女
の
不
遇
は
ま
さ
に
「
痛
哭
」
に
値
す
る
。
才
子
が
佳
人
に
め
ぐ
り

合
え
ば
「
遇
」
と
な
る
が
、
佳
人
に
惠
ま
れ
ぬ
才
子
趙

叔
と
才
女
雙
卿
は
「
不

遇
」
の
代
表
格
と
言
え
よ
う
。
鷗
外
は

叔
の

遇
に
同
情
し
、『
史
記
』
を
引

用
し
て
「
天
衟
是
耶
非
耶
」
と
嘆
い
た（

（（
（

。
吳
震
生
は
序
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
蓋
天
地
生
人
可
以
無
意
、
而
生
才
子
佳
人
則
不
能
無
意
。（
中
略
）
夫
天
地
既
竭

其
力
而
生
一

世
之
佳
人
矣
，
而

必
生
一

世
之
才
子
、
以
愛
之
、
憐
之
、
感

之
、

之
（
蓋
し
天
地
の
人
を
生
む
は
無
意
を
以
て
す
べ
し
、
而
る
に
才
子
佳
人
を
生
む

は

ち
無
意
な
る
能
は
ず
。（
中
略
）
夫
れ
天
地
の
既
に
其
の
力
を
竭
し
て
一
絕
世
の
佳
人

を
生
む
や
、
而
し
て

必
ず
一
絕
世
の
才
子
を
生
み
て
、
以
て
之
を
愛
し
、
之
を
憐
れ
み
、

之
を
感
ぜ
し
め
、
之
を

せ
し
む
）」（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
，
才
子
と
佳
人
は
最
初
か
ら

天
の
意
志
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
特
別
な
存
在
だ
と
い
え
る
が
、「
不
遇
」
の
佳

人
は
貞
を
貫
く
た
め
に
自
ら
の
運
命
を
甘
受
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
結
果
「
輪
廻

果
報
」
の
世
界

に
從
う
物
語
は
、佳
人
逹
の
過
酷
な
運
命
を
偲
ぶ
も
の
と
な
る
。

『
西
靑
散
記
』
に
は
、「
節
を
守
る
」
女
性
、
殉
死
す
る
女
性
の
ほ
か
、
釣
り
合
わ

な
い
男
性
と
結
婚
す
る
女
性
た
ち
、
ま
た
、
自
分
と
釣
合
わ
な
い
美
し
い
妻
を
重

荷
に
思
い
家
出
す
る
男
性
な
ど
、

々
な
夫
婦
が
記
錄
さ
れ
、
男
女
の
結
び
付
き

の
㊒
り

が
示
さ
れ
て
い
る
。
史
梧
岡
は
こ
の
よ
う
な
多

な
男
女
の
關
係
を
描

く
こ
と
で
、
運
命
に
ま
で
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼

の
描
く
男
女
像
を
最
も
端
的
に
示
す
の
は
、
め
で
た
く
結
ば
れ
た
玉
勾
詞
客
と
轉

芲
夫
人
と
い
う
完
璧
な
才
子
佳
人
、
そ
し
て

叔
と
雙
卿
と
い
う
結
ば
れ
る
こ
と

の
な
い
才
子
佳
人
の
存
在
で
あ
る
。

佳
人
雙
卿
は
才
子
を
拒
絕
し
、
運
命
の
虐
待
に
耐
え
忍
ぶ
。
雙
卿
の
身
に
付
與

さ
れ
た
、
こ
の
强
さ
は
㊟
目
に
値
す
る
。「
天
乎
！
願
雙
卿
一
身
代
天
下

世
佳

人
受
無
量
苦
。
千
秋
萬
世
後
爲
佳
人
者
、
無
如
我
雙
卿
也
（
天
よ
、
願
わ
く
ば
雙
卿

の
身
が
天
下
の
絕
世
の
佳
人
に
替
わ
っ
て
無
量
の
苦
し
み
を
受
け
、
千
秋
萬
代
の
後
の
佳

人
に
、
我
雙
卿
ご
と
き
者
の
無
き
こ
と
を
）」（
卷
三
）
と
い
う
嘆
き
か
ら
は
、
雙
卿
が

普
遍
的
な
不
幸
の
全
て
を
我
が
身
に
引
き
受
け
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
さ
に
、

叔
の
思
う
「
孤
臣
孽
子
勞
人
思
婦
」
の
悲
運
を
、
そ
の
細
い
身
に
擔

お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
雙
卿
は
「
不
遇
」
に
あ
っ
て
、一
見
し
た
と
こ
ろ
、

か
弱
い
存
在
で
あ
る
が
、
實
際
は
非
常
な
强
さ
を
㊒
し
て
い
る
。
史
震
林
は
あ
た

か
も
雙
卿
の
耐
え
得
る
極
限
を
試
す
た
め
に
、
夫
や
姑
、
病
氣
な
ど
、
運
命
の
虐

待
を
克
朙
に
描
き
、
更
に
そ
の
描
寫
を
通
じ
て
雙
卿
の
凜
と
し
た
强
さ
を
際
立
た

せ
て
い
る
。
虐
待
さ
れ
る
雙
卿
は
、
現
實
に
對
す
る

め
と
同
時
に
、
自
虐
的
な
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十
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集

二
五
四

爽
快
さ
さ
え
感
じ
て
い
る
。
不
遇
の
雙
卿
を
同
情
し
、
自
ら
も
不
運
の
才
子
だ
と

自
認
す
る
郁
逹
夫
は
作
品
で
虐
げ
ら
れ
た
群
像
を
創
作
し
た
。
郁
逹
夫
の「
沉
淪
」

や
「
南
遷
」
の
よ
う
に
早
朞
の
「
私
小
說
」
に
お
け
る
求
愛
心
が
强
い
が
惠
ま
れ

ぬ
主
人
公
た
ち
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
蔦
蘿
行
」
は
不
幸
な
夫
婦
關
係
に
加
え
、

「
過
去
」
の
主
人
公
と
老
三
、
郁
逹
夫
は

々
な
男
女
の
結
ば
れ
ぬ
運
命
を
描
き

な
が
ら
、
淡
い
感
傷
を
創
出
し
、
人
間
と
は
運
命
に
飜
弄
さ
れ
る
、
し
が
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

自
ら
を
最
も
不
遇
な
存
在
と
規
定
し
、

め
と
自
虐
的
な
爽
快
さ
を
味
わ
う
と

い
う
描
寫
方
法
は
、
郁
逹
夫
の
作
品
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
日
記
に

「
あ
あ
、
人
生
の
悲
劇
は
、
恐
ら
く
私
一
人
だ
け
が
演
じ
る
の
だ
ろ
う
」（

（（
（

と
記
し
、

悲
劇
の
主
人
公
を
演
じ
き
ろ
う
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
見
せ
、
自
分
こ
そ
が
悲
劇
の
主

人
公
だ
と
い
う
意

に
よ
っ
て
運
命
の
悲
哀
を
增
幅
さ
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

自
己
憐

と
同
時
に
、「
分
身
」
を
哀
れ
む
。
そ
の
「
分
身
」
と
は
自
分
と
同

な
存
在
、
つ
ま
り
歷
史
上
、
不
遇
な

遇
に
置
か
れ
た
文
士
や
佳
人
、
そ
し
て
自

ら
の
影
で
あ
る
。『
西
靑
散
記
』
に
登
場
す
る
不
遇
の
才
子
佳
人
へ
の
郁
逹
夫
の

共
感
は
、
ま
さ
に
、
彼
の
「
分
身
」
へ
の
憐

で
あ
ろ
う
。「
沈
淪
」
に
は
、
以

下
の
よ
う
な
「
分
身
」
へ
の
憐

が
語
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
振
り
﨤
っ
て
、
自
分
の
や
せ
て
長
い
影
を
見
る
と
、
思
わ
ず
心
が
痛

く
な
っ
た
。

「
可
哀
想
な
影
よ
。
私
に
二
一
年
も
く
っ
つ
い
て
き
て
、
今
こ
の
海
は
あ

な
た
の
埋
葬
の
地
だ
。
私
の
身
體
は
人
に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
な
た
ま

で
こ
の
よ
う
に
疲
れ
さ
せ
、
や
せ
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
影
よ
、
影

よ
、
許
し
て
お
く
れ
！
」（

（（
（

こ
の
一
段
は
、「
顧
影
自
憐
」（
影
を
顧
み
て
自
ら
を
憐
れ
む
）
と
い
う
、
ナ
ル
シ

シ
ズ
ム
の
美
學
が
存
分
に
發
揮
さ
れ
て
い
る
と
讀
め
る
。

ま
た
、
結
ば
れ
ぬ
男
女
の
物
語
を
通
じ
て
運
命
を
思
考
す
る
と
い
う
方
法
も
、

郁
逹
夫
の
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
郁
逹
夫
の
小
說
の
主
人
公
の
殆
ど
は
、

ど
こ
に
も
定
住
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
放
浪
を
續
け
る
「

人
」（
追
放
さ
れ
た

人
間
）
で
あ
る
。
例
え
ば
日
蔭
者
の
貧
し
い
作
家
と
女
工
の
間
に
生
じ
た
共
感
を

描
い
た「
春
風
沈
醉
的
晚
上
」（
一
九
二
四
）の
主
人
公
は
、貧
し
さ
故
に
上
海
を
轉
々

と
し
、
最
後
は
ス
ラ
ム
の
よ
う
な
「
亭
脚
間
」
で
女
工
と
相

屋
を
す
る
羽
目
に

な
る
。
日
を
避
け
、
夜
に
な
る
と
神
經
衰
弱
を
鎭
め
よ
う
と
散
步
に
出
か
け
る
主

人
公
は
、
犯
罪
者
と
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。「
過
去
」（
一
九
二
七
）
の
主
人
公
李

白
時
は
各
地
を
彷
徨
い
、避
暑
地
で
過
去
に
知
り
合
っ
た
女
性
老
三
と
再
會
す
る
。

李
白
時
と
老
三
の
實
ら
ぬ
愛
情
に
は
淡
い
哀
愁
が
漂
う
。
周
作
人
は
「
過
去
」
を

絕
贊
し
、「
巧
み
に
女
性
を
描
い
て
い
る
」
と
い
う
手
紙
を
郁
に
寄
せ
て
い
る（

（（
（

。

「
十
三
夜
」（
一
九
三
〇
）
は
臺
灣
人
畫
家
陳
君
が
女
の
幽
靈
楊
雲
友
を
追
い
か
け

る
物
語
で
あ
る
。被
植
民
の
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
陳
君
は
神
經
病
を
患
い
な
が
ら
、

幽
靈
を
追
い
續
け
、
終
に
は
無
殘
な
最
朞
を
遂
げ
る（

（（
（

。「
遲
桂
芲
」（
一
九
三
二
）

は
作
家
老
郁
を
主
人
公
に
、
老
友
翁
則
生
の
結
婚
式
で
の
、
翁
の
不
遇
の
妹
と
の

純

な
親
交
を
描
い
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
人
間
界
に
生
き
な
が
ら
正
常
さ

や
健
全
さ
か
ら
は
遠
ざ
け
ら
れ
、
病
と
死
と
貧
し
さ
に
虐
げ
ら
れ
る
人
間
が
こ
の

世
を
彷
徨
い
、
暫
時
抱
擁
す
る
姿
こ
そ
、
運
命
の
殘
酷
さ
に
對
す
る
郁
逹
夫
の
回

答
で
あ
ろ
う
。

第
四
節　

田
園
小
說
乁
び
田
園
と
い
う

間

そ
れ
で
は
、
兄
郁

陀
が
『
西
靑
散
記
』
を
贊
美
し
た
際
に
、
郁
逹
夫
が
言
及

し
た
「
田
園
小
說
」
と
は
一
體
ど
の
よ
う
な
小
說
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
朙
治
朞



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
五
五

に
な
る
と
「
政
治
小
說
」、「
探
偵
小
說
」、「
家
庭
小
說
」、
な
ど
小
說
の
範
疇
を

表
す
用
語
が
登
場
し
た
。「
田
園
小
說
」
と
い
う
語
は
餘
り
見
ら
れ
ず
、
そ
の
內

容
を
朙
確
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
冨と
み

益ま
す

紫し

怨え
ん

（
義
衞
）
の

よ
う
に
、「
田
園
小
說
」
の
執
筆
に
力
を
入
れ
た
人
物
も
い
た
。
富
益
は
『
田
園

小
說
［
以
上
四
文
字
角
書
］
野
の
芲
』（
東
京
、
種
芲
出
版
社
、
朙
治
四
五
年
）、『
田

園
小
說　

草
笛
』（
東
京
、
日
本
種
苗
株
式
會
社
出
版

、
大
正
一
年
）
な
ど
の
田
園

小
說
を
シ
リ
ー
ズ
で
發
行
し
た
。
富
益
は
ま
た
「
實
驗
瓜
類
栽

法
」（
東
京
、
日

本
種
苗
出
版

、
朙
治
四
五
年
）
な
ど
の
實
用
的
な
農
藝
書
も
出
版
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
出
版
物
か
ら
、
自
ら
も
農
事
に
携
わ
り
、
田
園
風
景
を
背
景
に
持
つ
富
益

紫
怨
と
い
う
小
說
家
の
姿
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
さ
ほ
ど
强
い
影
响
力
を
㊒
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
、そ
の
後「
田
園
小
說
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
廢
れ
て
い
っ
た
。

「
田
園
小
說
」
と
い
う
分
野
と
は

な
る
が
、
朙
治
の
一
時
朞
、
文
學
者
と
田

園
の
關
係
は
㊟
目
を
浴
び
て
い
た
。
後
藤
宙
外
の「
大
作
と
田
園
生
活
」（『
新
小
說
』

朙
治
三
三
年
、
五
⺼
）、「
自
然
と
語
ら
ん
か
」（『
新
小
說
』
同
年
八
⺼
）
な
ど
は
、
經

濟
的
困
窮
を
背
景
に
、
文
士
の
田
園
生
活
を
鼓
吹
し
、「
田
園
の
詩
材
」
を
求
め

る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
を
謳
歌
す
る
潮

が
田
園
風
景
の
再

發
見
を
促
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
德
富
蘆
芲
の
よ
う
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
感
化
を
受
け

て
田
園
生
活
を
お
く
る
作
家
も
現
れ
た
。

大
正
に
入
る
と
都
市
化
が
更
に
進
み
、「
都
市
と
田
園
」
は
對
極
的
な
存
在
と

な
っ
た
。
都
市
に
生
活
の
場
を
移
し
た
靑
年
た
ち
の
田
園
へ
の

憬
が
强
ま
る
の

と
裏
腹
に
、
田
園
は
著
し
く
衰
退
し
て
い
っ
た
。『
都
市
よ
り
田
園
へ
』
に
お
い

て
天
野
藤
男
は
田
園
の
現
狀
を
「
然
る
に
方
今
田
園
荒
廢
せ
ん
と
し
て
生
活
の
難

日
々
に
加
わ
る
。（
中
略
）
田
園
歸
還
を
欲
せ
ず
、
是
に
お
い
て
田
園
更
に
疲
弊

す
」（

（（
（

と
憂
い
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
天
野
は
「
こ
と
に
這
般
國
民
思
潮
の
過
渡
動

搖
朞
に
處
世
せ
ん
と
す
る
に
は
、
先
づ
己
を

る
を
切
と
す
（
中
略
）
自
覺
せ
る

人
に
し
て
、
初
め
て
奮
鬪
あ
り
、
慰
安
あ
り
、
解
脫
あ
り
。
不
平
な
し
、
屈

な

し
、
煩
悶
な
し
」（

（（
（

と
，
東
京
は
田
園
人
士
の
想
像
す
る
よ
う
な
樂
園
で
は
な
く
、

生
活
難
に
滿
ち
た
處
だ
と
强
調
す
る
。
一
高
生
藤
村
操
の
自
殺
、
倉
田
百
三
『
出

家
及
び
そ
の
弟
子
』
の

行
な
ど
は
、
煩
悶
の
世
代
の
表
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
煩
悶
と
自
意

の
過
剩
と
は
表
裏
を
な
し
て
い
る
。
天
野
の
『
都
市
よ
り
田

園
へ
』
は
同
じ
時
代
に
あ
っ
て
、
讀
者
に
自
覺
を
促
し
、
本
來
の
自
分
を
知
る
よ

う
に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
彼
は
、
自
我
の
覺
醒
の
一
方
向
と
し
て
、
田
園
へ
の

歸
着
と
い
う
志
向
を
導
き
出
し
て
い
る
の
だ
。

同
時
朞
、
自
然
主
義
作
家
は
、
田
園
へ
の
回
歸
に
よ
っ
て
、「
眞
の
自
分
」
を

見
出
す
努
力
を
し
て
い
た
。「
眞
摯
の
態
度
」
で
「
眞
の
生
活
」
に
回
歸
せ
よ
と

い
う
生
き
方
の
提
示
は
、
文
學
誌
の
廣
吿
で
も
隨
所
に
見
ら
れ
る
。
三
木
露
風
の

『
幻
の
田
園
』
の
廣
吿
に
は
「
し
か
も
我
が
文
壇
未
だ
斯
く
の
如
く
眞
摯
な
る
詩

家
出
で
ず　

其
の
心
は
寂
し
き

樂
を
求
め　

其
姿
は
自
然
の
景
像
か
な
ふ
」（

（（
（

と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
相
馬
御
風
の
『
還
元
錄
』
の
廣
吿
に
は
「
相

馬
御
風
氏
著　

退
畊
の
自
白
書　

我
が
文
壇　

我
思
想
界
の
先
驅
者
と
し
て
、
自

然
主
義
運
動
の
雄
と
し
て
…
…
故
山
の
田
園
に
歸
っ
て
畊
耘
と
親
し
ま
ん
と
す

…
…
」（

（（
（

と
あ
り
、
當
時
、
自
然
主
義
文
壇
に
溢
れ
て
い
た
「
眞
摯
」
と
い
う
價
値

追
求
の
熱
意
が
見
て
取
れ
る
。「
田
園
」
は
回
歸
す
べ
き
場
所
と
し
て
㊟
目
さ
れ

て
お
り
、
特
に
、
自
然
と
人
間
と
の
關
係
─
─
人
間
は
田
園
自
然
に
回
歸
し
て
初

め
て
本
來
の
姿
を
回
復
出
來
る
と
い
う
想
像
と
、
都
會
に
い
な
が
ら
鄕
里
を
追

す
る
辛
酸
と
が
、「
田
園
」
を
再
構
成
し
た
要
素
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

㊟
意
す
べ
き
は
、
田
園
と
い
う
空
間
が
文
學
的
に
は
決
し
て
新
し
い
場
で
は
な

い
こ
と
で
あ
る
。
東
洋
で
は
東
晉
の
陶
淵
朙
の
「
歸
園
田
居
」
以
來
、田
園
は
「
仕

と
隱
」
と
い
う
中
國
讀
書
人
の
人
生
選
擇
と
し
て
、
自
然
の
本
性
を
回
復
す
る
原

初
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
相
馬
御
風
『
還
元
錄
』
の
廣
吿
文
「
退
畊
の
自
白
書
」
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二
五
六

も
こ
の
文
脉
を
意

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
漢
詩
も
そ
の
多
く
が
陶
淵

朙
「
歸
園
田
居
」
の

れ
を
汲
み
、
悠
々
た
る
田
園
生
活
と
自
然
景
色
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
賴
山
陽
「
春
日
田
園
」
な
ど
の
江
戸
時
代
の
漢
詩
の
み
な
ら
ず
、

例
え
ば
朙
治
一
〇
年
の
『
漢
詩
作
法
幼
學
便
覽
』
に
「
田
園
雜
興
」
の
詩
材
が
見

ら
れ
る
よ
う
に（

（（
（

、「
田
園
」
は
、
詩
の
習
作
の
題
に
な
る
ほ
ど
文
學
の
テ
ー
マ
と

し
て
普
遍
的
で
あ
っ
た
。「
田
園
」
に
は
、「
歸
園
田
居
」
と
い
う
傳

的
な
文
脉

と
共
に
、
近
代
化
・
都
市
化
の
反
動
と
し
て
、
田
園
に
お
け
る
「
眞
」
を
求
め
る

潮

、
ま
た
西
洋
文
學
の

れ
で
、
自
然
の
描
き
方
を
學
ぶ
技
法
と
し
て
受
け
入

れ
る
體
勢
な
ど
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
節　

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ

　
　
　
　

ロ
マ
ン

學
に
お
け
る
田
園

郁
逹
夫
は
東
京
の
一
高
の
豫
備
班
を
經
て
名
古
屋
の
八
高
で
四
年
を
過
し
、
知

と
感
受
性
の
基
盤
を
築
い
た
。
彼
の
在
校
時
の
八
高
の
敎
科
書
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
英
語
の
授
業
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
敎
師
の
編
纂
し
た
敎
科
書
が
用
い
ら
れ
て
い

る（
（（
（

。ド
イ
ツ
語
敎
材
に
は
、ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
が
名
を
連
ね
て
い
る
。兩
者
は
共
に
、

當
時
の
日
本
の
知

人
が
崇
拜
し
た
作
家
で
あ
る
。
英
語
敎
材
の
中
で
は
、
ハ
マ

ト
ン
（Philip G

ilbert H
am

erton

）
の
『
知
的
生
活
』IN

TELLECTUA
L LIFE 

（
第
一
年
、
三

の
テ
キ
ス
ト
）
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
（Robert Louis Balfour 

Stevenson

）
の
『
千
一
夜
物
語
』N

ew
 A

rabian N
ights 

（
第
二
年
、
一

㆛
の

テ
キ
ス
ト
）
が
目
を
惹
く
。
歬
者
は
い
か
に
も
大
正
朞
の
高
等
學
校
の
知
的
敎
養

書
で
あ
り
、
後
者
は
未
知
の
世
界
へ
の
好
奇
心
を
喚
起
す
る
讀
み
物
で
あ
る
。
カ

ー
ラ
イ
ル
の
激
越
な
語
調
は
朙
治
朞
か
ら
文
士
た
ち
に
大
い
に
影
响
を
與
え
、
ま

た
テ
ニ
ソ
ン
に
至
っ
て
は
厨
川
白
村
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
近
代
英
文
學
の

代
表
と
見
る
の
外
は
な
い
」（

（（
（

重
要
な
詩
人
で
あ
る
。
敎
科
書
に
收
め
ら
れ
た
文
學

者
の
名
歬
を
見
る
限
り
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
文
學
／
文
化
（
特
に

ロ
マ
ン
文
學
）
の
代
表
的
著
作
が
、
高
等
敎
育
の
場
で
學
生
に
與
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
と
英
語
の
授
業
時
間
數
は
他
の
授
業
に
比
べ
て
大
幅
に
多

い
こ
と
か
ら
、
學
生
た
ち
の
英
語
及
び
ド
イ
ツ
語
原
文
の
讀
解
能
力
に
疑
念
を
抱

く
餘
地
は
な
か
ろ
う
。
郁
逹
夫
は
「
高
等
中
學
の
神
經
病
時
代
」
に
、
ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
說
を
千

ほ
ど
讀
ん
だ
と
「
五
六

年
來
創
作
生
活
の
回
顧
」
で
吿
白
し
て
い
る（

（（
（

。

で
は
、
郁
逹
夫
の
言
っ
た
「
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
田
園
小
說
」
は
、
ど
う
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
學
傳

に
は
「pastoral 

（literary

）」

と
い
う
田
園
文
學
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
そ
の
源

と
な
る
の
は
テ
オ
ク
リ
ス
ト

の
作
っ
た
『
牧
歌
（
エ
イ
デ
ュ
リ
オ
ン
）』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。「
都
市
生

活
の
複
雜
さ
と
腐
敗
を
受
け
、
自
由
な
羊
飼
い
の
社
會
を
表
現
す
る
」（

（（
（

と
い
う

pastoral　

literature

（
田
園
文
學
）は
、ロ
マ
ン
主
義
文
學
の
時
代
に
な
る
と
、「
こ

の
ジ
ャ
ン
ル
の
人
工
化
に
反
對
す
る
動
き
及
び
自
然
人
（natural m

an

）
と
自

然
の
景
色
に
對
す
る
新
し
い
態
度
と
結
合
し
て
」（

（（
（

、
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
、
ワ

ー
ズ
ワ
ー
ス
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
な
ど
の
パ
ス
ト
ラ
ル
文
學
が
登
場
し
た
。「
都

會
生
活
の
人
工
美
を
離
れ
て
眞
に
田
園
の
自
然
美
を
な
つ
か
し
む
心
持
が
西
人
の

心
に
强
く
起
つ
た
の
は
ル
ソ
オ
の
『
自
然
に
歸
れ
』
の
說
に
促
さ
れ
た
事
も
多
か

ら
う
」（

（（
（

と
厨
川
白
村
も
指

し
て
お
り
、
浪
漫
主
義
文
學
に
お
け
る
自
然

と
人

間

が
變
化
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
日
本
で
ロ
マ
ン
主
義
の
作
品
を
多

讀
し
、
ル
ソ
ー
を

愛
し
た
郁
逹
夫（

（（
（

が
ロ
マ
ン
主
義
の
自
然

を
體
得
し
た
の
は

想
像
に
難
く
な
い
。

「
イ
ギ
リ
ス
」の「
田
園
小
說
」が
具
體
的
に
誰
の
ど
の
作
品
を
指
し
て
い
る
か
、

定
か
に
は
知
り
得
な
い
が
、「
近
代
小
說
の
背
景
の
う
ち
、
最
も
發
展
し
た
の
は

小
說
の
ロ
ー
カ
ル
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
ハ
ー
デ
ィ
の
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
キ



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
五
七

ッ
プ
リ
ン
グ
の
イ
ン
ド
植
民
地
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
海
で
あ
り
、
小
泉
八
雲
の
日
本

で
あ
る
」（

（（
（

な
ど
の
記
述
か
ら
、
郁
逹
夫
が
創
作
者
と
し
て
、
自
然
風
景
の
小
說
に

お
け
る
背
景
と
し
て
の
機
能
を
重
視
し
、强
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
郁
逹
夫
は
ド
イ
ツ
の
鄕
土
小
說
に
つ
い
て
度
々
言
及
し
て
い
る
。

例
え
ば
小
說
論
で
は
「
二
十
年
歬
に

行
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
鄕
土
藝
術

H
eim

atkunst
の
諸
作
家
は
更
に
故
鄕
の
風
物
を
至
る
所
ま
で
細
か
く
描
寫
し

て
い
る
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
朙
治
大
正
朞
の
ド
イ
ツ
文
學
の
紹
介
者
片
山
孤
村
に

よ
る
と
、「
鄕
土
藝
術
」
と
は
「
千
八
百
九
十
五
年
の
頃
で
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
州

の
田
舍
の
小
學
敎
師
で
、後
に
伯
林
へ
來
て
記
者
と
な
つ
た
小
說
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ゾ
ー
ゾ
ン
ラ
イ
（H

einrich Sohnre, ged 1857

）
の
創
設
し
た
『
田
園
』D

as 
Land

が
初
で
あ
る
」（

（（
（

。「
鄕
土
藝
術
は
人
と
土
地
と
を
併
せ
て
『
高
尙
な
る
自
然
』

と
解
釋
し
、『
人
』
に
於
い
て
は
、
殊
に
其
種
族
的
特
色Stam

m
escharakter

を
發
揮
す
る
こ
と
を
努
め
る
」（

（（
（

た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
緊
密
に
連
結
し
て
お

り
、
後
に
「
ナ
チ
イ
ズ
ム
」
へ
と
走
る
危
險
に
陷
っ
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
自

然
趣
味
、
田
園
風
景
の
描
寫
は
、
郁
逹
夫
の
心
を
動
か
し
た
に
違
い
な
い
。
郁
は
、

田
園
小
說
の
「
民
族
性
」
に
は
關
心
を
示
さ
ず
、
自
ら
の
自
然
趣
味
に
從
っ
て
彼

方
の
田
園
風
景
を
贊
美
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
鄕
土
小
說
に
要
求
さ
れ
る
「
質
實

剛
健
」
趣
味
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
然
と
鄕
土
を
志
向
す
る
鄕
愁
の
感
傷
的

な
共
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
郁
逹
夫
は
ま
た
シ
ュ
ト
ル
ム
に
つ
い
て

も
よ
く
言
及
し
て
い
る
。
淸
水
賢
一
郞
の
指

す
る
よ
う
に
「
大
正
時
代
に
入
っ

て
間
も
な
く
シ
ュ
ト
ル
ム
は
『
鄕
愁
』
の
詩
人
へ
と
變
貌
し
て
」（

（（
（

お
り
、
以
下
に

引
く
郁
逹
夫
の
シ
ュ
ト
ル
ム
認

は
非
常
に
同
時
代
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

シ
ュ
ト
ル
ム
は
大
の
懷
鄕
病
者
で
あ
り
、
彼
の
詩
と
小
說
と
は
皆
「
故
鄕

へ
の
悲
哀
」（H

eim
atw

eh

）
を
描
い
て
い
る
。
私
逹
は
こ
の

念
を
抱
か

な
い
限
り
、
彼
の
詩
と
小
說
の
深
さ
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い（

（（
（

。

彼
の
生
涯
に
亘
る
懷
鄕
病
と
北
方
民
族
特
㊒
の
沈
鬱
し
た
雰
圍
氣
は
、

ち
彼
の
藝
術
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る（

（（
（

。

自
然
環

及
び
作
者
の
性
格
と
作
品
を
關
係
付
け
、
シ
ュ
ト
ル
ム
の
故
鄕
に
對

す
る
愛
着
か
ら
滲
み
出
る
哀
愁
の
深
さ
を
シ
ュ
ト
ル
ム
理
解
の
歬
提
と
し
て
規
定

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認

は
「
小
說
論
」
に
お
け
る
以
下
の
言
說
に
通
ず
る
。

小
說
の
背
景
の
中
で
、
最
も
讀
者
に
實
在
感
を
與
え
や
す
く
、
ま
た
最
も

小
說
を
美
化
さ
せ
や
す
い
の
は
、
自
然
風
景
と
天
候
の
描
寫
で
あ
る
。
自
然

の
風
景
を
應
用
す
る
こ
と
で
、
作
中
人
物
の
感
情
を
搖
り
動
か
す
よ
う
な
作

品
の
中
で
、
最
も
初
朞
の
例
は
ル
ソ
ー
の
『
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』the  new

 
H

eloise1760　

で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
郁
の
「
小
說
論
」
か
ら
は
、
田
園
の
敍
景
機
能
を
認

し
た
上

で
、
景
色
の
釀
し
だ
す
雰
圍
氣
を
重
視
す
る
、
郁
逹
夫
と
い
う
作
家
の
立
場
が
浮

き
上
が
っ
て
く
る
。
ロ
マ
ン
派
の
文
學
に
よ
っ
て
、
新
し
い
自
然
及
び
自
然
人
の

槪
念
が
作
ら
れ
る
と
同
時
に
、
田
園
と
新
し
い
人
間
像
と
の
關
係
も
提
起
さ
れ
て

い
る（

（（
（

。
ま
た
鄕
土
の
イ
メ
ー
ジ
、
鄕
愁
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
一
九
世
紀
以
後
の

文
學
に
潛
ん
で
い
る
。
郁
逹
夫
も
，
八
高
時
代
の
敎
科
書
と
同
時
代
の
日
本
で

行
っ
た
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
文
學
を
通
じ
、
自
然
の
見
方
、
小
說
の
中

の
景
色
の
描
き
方
を
身
に
つ
け
た
と
言
え
よ
う
。

第
六
節　

田
園
の
憂
鬱―

學
の
場
と
引
用
の
世
界

佐
藤
春
夫
は
大
正
五
年
に
東
京
近
郊
の
田
舍
に
移
り
住
み
、大
正
六
年
『
黑
潮
』

に
「
病
め
る
薔
薇
」
を
發
表
し
た
後
、
こ
れ
を
改
作
し
て
、
大
正
八
年
に
「
田
園



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
五
八

の
憂
鬱
」
と
い
う
題
で
『
中
外
』
に
揭
載
し
た（

（（
（

。
こ
の
「
田
園
の
憂
鬱
」
で
成
功

を
收
め
て
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
佐
藤
春
夫
に
郁
逹
夫
は
早
い
時
朞
か
ら

㊟
目
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、郁
逹
夫
は
兄
と「
田
園
小
說
」に
つ
い
て
論
じ
た
際
、

「
田
園
の
憂
鬱
」
を
自
然
に
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
郁
逹
夫
の
「
沈
淪
」

と
佐
藤
春
夫
の「
田
園
の
憂
鬱
」に
つ
い
て
、伊
藤
虎
丸
は「
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
」

に
お
い
て
、「
靑
年
の
憂
鬱
病H

ypochondria

」
の
解
（「
沈
淪
」
自
序
）
と
「
田

園
の
憂
鬱
」の「Anatom

y of　

H
ypochondria

」の
類
似
性
、自
傳
的
な
性
格
、

途
中
か
ら
の
回
想
な
ど
、
兩
作
の
共
通
點
を
指

し
て
い
る（

（（
（

。

こ
こ
で
、
引
用
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
生
成
と
い
う
視
點
か
ら
、
兩
作
を
再
度
檢
證

し
て
み
た
い
。「
田
園
の
憂
鬱
」
の
主
人
公
は
、
都
會
の
刺
激
の
强
さ
に
安
眠
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
纖
細
な
神
經
の
持
ち
主
で
、「
柔
ら
か
に
優
し
い
そ
れ
故
に

平
凢
な
自
然
の
中
へ
、
溶
け
込
ん
で
了
ひ
た
い
と
い
ふ
切
願
を
、
可
な
り
久
し
い

以
歬
か
ら
持
つ
よ
う
に
な
つ
て
居
た
」（

（（
（

。
第
一
節
で
は
「
そ
の
家
が
、
今
、
彼
の

目
の
歬
へ
現
れ
て
き
た
」と
の
フ
レ
ー
ズ
が
テ
ン
ポ
よ
く
テ
キ
ス
ト
に
配
置
さ
れ
、

文
中
で
反
復
さ
れ
る
「
そ
の
家
」
の
存
在
は
、
主
人
公
を

う
詩
的
眩
暈
の
よ
う

な
印
象
を
美
し
く
再
現
す
る
。「
其
の
家
」
は
、
病
的
な
主
人
公
の
銳
敏
な
神
經

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
、作
ら
れ
た「
眞
空
の
よ
う
な
世
界
」で
あ
る
。
ま
た「『
三

徑
就
荒
』
と
口
吟
み
た
い
、
思
い
や
り
深
そ
う
に
し
ば
ら
く
眺
め
た
」

れ
の
場

所
で
あ
る
。「
三
徑
就
荒
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
陶
淵
朙
「
歸
去
來
辭
」
の
言

葉
で
あ
り
、「
廢
園
」
に
回
歸
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
廢
園
に
こ
そ
、
都
會

に
な
い
生
命
力
を
朞
待
で
き
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、「
田
園
の
憂
鬱
」
の
廢

園
は
、
人
工
的
で
あ
っ
て
、
自
然
の
廢
園
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
文
化
の
喪
失
感

と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
の
結
合
し
た
象
徵
」（

（（
（

で
あ
る
。
作
品
の
中
で
は
「
彼
の
故
鄕

の
ク
ラ
イ
マ
ツ
ク
ス
の
多
い
戲
曲
的
な
風
景
に
比
べ
て
、
こ
の
丘
つ
づ
き
、
空
と

雜
木
原
と
、
田
と
、
畑
と
、
雲
雀
と
の
村
は
、
實
に
小
さ
な
散
文
詩
で
あ
つ
た
」（

（（
（

と
書
か
れ
て
い
る
。
文
學
的
な
想
像
が
彼
の

憬
を
形
作
り
、
ま
た
散
文
詩
的
な

牧
歌
世
界
を
構
築
す
る
と
い
う
（
文
學
的
な
）
實
驗
を
試
み
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

藤
森
成
吉
は
「
所
謂
田
園
の
文
學
」
で
「
田
園
の
憂
鬱
」
を
「
あ
の
作
に
現
は
れ

て
ゐ
る
物
は
、
た
だ
一
個
都
會
人
の
見
た
田
舍
の
光
景
に
過
ぎ
な
い
、
も
し
く
は
、

都
會
人
の
思
想
に
、
感
情
に
、
氣
分
に
、
感
覺
に
映
つ
た
所
謂
田
舍
の
物
象
の
投

影
に
過
ぎ
な
い
（
中
略
）
い
か
に
も
弱
々
し
い
、
殆
ど
ど
う
し
て
も
田
舍
の
土
と

は
同
化
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
や
う
な
一
個
都
會
人
の
心
だ
け
な
の
だ
」（

（（
（

と
し
て
、

「
田
園
の
憂
鬱
」
の
非
田
園
性
を
嚴
し
く
批

し
て
い
る
。
確
か
に
藤
森
の
批

す
る
よ
う
に
、「
田
園
の
憂
鬱
」
に
描
か
れ
た
田
園
が
都
會
人
の
神
經
質
な
心
象

風
景
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
心
象
風
景
は
、
文
學
テ
キ
ス
ト

に

ら
れ
た
詩
人
の
憂
鬱
の
風
景
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
田
園
の
憂
鬱
」
で
は
、
冐
頭
に
エ
ド
ガ
ア
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ウ
の
詩
が
引
用
さ
れ
、

腐
敗
し
退
廢
し
た
靈
魂
と
い
う
作
品
の
基
調
が
象
徵
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
主

人
公
は
夜
中
に
汽
車
の
响
き
を
聞
き
、
友
人
の
來
訪
を
想
像
す
る
。
續
い
て
「
さ

う
し
て
そ
れ
が
彼
の
耽
奇
的
な
空
想
に
、
怖
ろ
し
い
、
併
し
魅
惑
の
あ
る
ポ
オ
の

小
話
の
發
端
を
與
へ
た
」（

（（
（

と
い
う
語
り
が
入
り
、
語
り
手
に
よ
っ
て
物
語
に
耽
美

的
な
枠
が
提
示
さ
れ
る
。
田
園
で
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
傳
記
を
精
讀
し
よ
う
と
し
た

主
人
公
は
、
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
い
、
書
物
の
世
界
の
無
聊
を
認

し
、「
文
字
」

の
無
意
味
さ
を
目
の
當
た
り
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
過
度
の
退
屈
に
よ
る
退
廢
性

が
彼
を
書
物
か
ら
遠
ざ
け
る
。
彼
の
「
文
字
」
は
、
書
物
か
ら
一
つ
一
つ
の
言
葉

へ
還
元
さ
れ
、退
行
し
て
い
く
。
書
物
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
樂
園
へ
の

憬
は「
薔

薇
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。「
自
然
そ
の
も
の
か
ら
、
眞
に
淸
新
な
美
と

喜
び
と
を
直

に

み
取
る
こ
と
を
知
り
得
な
か
つ
た
頃
か
ら
、
そ
れ
ら
藝
術
の

因

を
通
し
て
、彼
は
こ
の
芲
に
の
み
は
か
う
し
て
深
い
愛
を
捧
げ
て
き
て
居
た
。

馬
鹿
馬
鹿
し
い
こ
と
の
や
う
で
は
あ
る
が
、
彼
は
『
薔
薇
』
と
い
う
文
字
そ
の
も



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
五
九

の
に
さ
へ
愛
を
感
じ
た
」（

（（
（

と
あ
る
よ
う
に
、
文
字
（
文
學
）
は
物
事
に
先
行
し
、

想
像
の
絕
對
性
が
謳
歌
さ
れ
る
。
憂
鬱
は
言
葉
が
も
た
ら
し
た
病
で
あ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
彼
に
與
え
ら
れ
た
の
は
、「
さ
う
し
て
田
舍
に
も
、
都
會

に
も
、
地
上
に
は
彼
を
安
ら
か
に
す
る
樂
園
は
ど
こ
に
も
無
い
。
何
も
無
い
」（

（（
（

と

い
う
悲
慘
な
結
論
で
あ
っ
た
。
最
後
に「
お
お
、薔
薇
、汝
病
め
り
！
」と
い
う「
誰

か
の
詩
の
句
の
一
句
で
あ
る
」
言
葉
が
、「
い
つ
ま
で
も
彼
を
追
い
か
け
る
」。「
天

諬
で
あ
ろ
う
か
。
豫
言
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
、言
葉
が
彼
を
追
い
か
け
る
。

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
…
…
」（

（（
（

。
田
園
に
對
す
る

れ
を
構
築
し
た
も
の
の
、

そ
の

憬
が
破
れ
た
な
ら
ば
、
た
だ
言
葉
と
の
戲
れ
の
み
が
殘
さ
れ
、
主
人
公
は

言
葉
に
ぶ
つ
か
り
、
言
葉
に

わ
れ
る
。「
田
園
の
憂
鬱
」
は
言
葉
に
よ
る
自
意

の
劇
場
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
「
土
の
味
わ
い
」
が
完
全
に
缺
乏
し
て
い

る
。
自
然
描
寫
の
中
に
美
し
さ
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
視
線
は
自
然
そ
の
も
の
に
投

じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
言
葉
の
闊
步
す
る
場
と
し
て
田
園
が
用
意
さ
れ
た
だ
け
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
田
園
の
憂
鬱
」
の
こ
の
よ
う
な
「
言
葉
」
の
場
作
り

の
機
能
が
、
郁
逹
夫
に
影
响
を
與
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

佐
藤
春
夫
の
「
田
園
の
憂
鬱
」
の
冐
頭
に
お
け
る
「
都
會
」
と
「
田
園
」
の
對

比
と
は

な
り
、
郁
逹
夫
の
「
沈
淪
」
は
初
め
か
ら
「
我
」
の
肖
像
を
作
り
出

し
、「
世
人
」（
世
間
）
と
對
比
さ
せ
る
。
畑
にW

ordsw
orth

の
詩
集
を
持
ち
込

み
、
詩
人
た
ち
の
眞
似
を
し
て
自
ら
の

遇
を
憐

す
る
主
人
公
は
、
自
分
自
身

に
語
り
か
け
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
淚
を

し
た
。「
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
」
の
詩
を
讀

み
、
自
然
禮
贊
を
謳
う
と
同
時
に
、
過
剩
な
ま
で
の
感
情
表
現
を
な
す
主
人
公
を

語
り
手
は
む
し
ろ
冷
靜
に
見
て
い
る
。
主
人
公
は
エ
マ
ソ
ン
の
『
自
然
論
』（O

n 
N

ature

）、
ソ
ロ
ー
の
『
逍
遙
遊
』（Excursion

）
な
ど
、
大
正
時
代
に

行
し
た

自
然
贊
美
の
書
物
を
手
に
、
ハ
イ
カ
ラ
な
自
然
贊
美
者
を
裝
う
。
彼
は
こ
れ
ら
の

本
に
感
情
を
高
ぶ
ら
せ
る
が
、
實
際
に
は
飽
き
や
す
く
、
體
驗
し
た
感
情
を
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
う
。
主
人
公
が
本
を
手
に
自
然
と
遊
ぶ
（
自
然
に
歸
る
）
こ
と
は
、

特
段
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
。
國
木
田
獨
步
は
「
武
藏
野
」
で
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

の
文

を
何
度
も
引
用
し
、「
か
ゝ
る
落
葉
林
の
美
を
解
す
る
に
至
た
の
は
近
來

の
事
で
、
そ
れ
も
左
の
文

（
㊟
：
あ
い
び
き
）
が
大
に
自
分
を
敎
え
た
の
で
あ

る
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
も
大
正
時
代
に
愛
好
さ
れ
た
作
家
の
一
人

で
あ
る（

（（
（

。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
集
を
持
ち
步
き
、
自
然
に
慰
安
を
感
じ
な
が
ら
、

そ
の
詩
集
を
讀
む
と
い
う
方
法
は
、同
時
代
人
の
讀
み
方
と
し
て
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
㊟
意
し
た
い
の
は
、「
沈
淪
」
の
主
人
公
が
「
か
れ
は
急
に
こ
の
（
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
の
）
詩
を
中
國
語
に
譯
そ
う
と
思
っ
た
」（

（（
（

も
の
の
、
い
ざ
譯
し
て
み
る

と
「
ま
た
無
聊
に
感
じ
、
自
分
を
嘲
笑
し
て
罵
り
、『
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。

敎
會
の
贊
美
歌
の
よ
う
に
つ
ま
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
イ
ギ
リ
ス
詩
は
イ
ギ
リ
ス

詩
で
あ
っ
て
、
中
國
詩
は
中
國
詩
で
あ
る
。
ど
う
し
て
譯
す
必
要
が
あ
ろ
う
』」（

（（
（

と
飜
譯
行
爲
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
し
ま
う
。
當
時
日
本
に
留
學
し
て
い
た
郁
逹

夫
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
詩
を
自
ら
の
母
語
で
再
現
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
飜
譯
自

體
を
「
無
聊
」
と
し
て
退
け
る
な
ど
、
一
種
の
言
語
的
混
亂
に
陷
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
詩
を
讀
む
と
い
う
行
爲
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
を
讀
む

だ
け
の
行
爲
に
と
ど
ま
り
、
母
語
の
中
國
語
に
文
學
的
に
譯
す
こ
と
は
出
來
な
い

と
認

し
て
い
る
。
湧
き
あ
が
る
情
感
は
あ
く
ま
で
も
移
入
さ
れ
た
情
緖
に
過
ぎ

な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
行
爲
と
本
心
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
、
外
見

と
內
在
と
の
間
に
も
ず
れ
が
生
じ
る
。「
沈
淪
」
の
第
一
節
目
は
次
の
よ
う
に
結

ば
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
背
後
に
農
民
が
近
づ
く
と
、「
彼
は
顏
の
笑
顏
を
憂
鬱

な
表
情
に
か
え
、
あ
た
か
も
彼
の
笑
顏
が
人
に
見
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
」（

（（
（

。
憂
鬱
の
詩
人
と
い
う
假
面
を
被
る
演
技
は
、
こ
こ
で
の
語
り
手
の

辛
辣
な
描
寫
か
ら
も
窺
え
る
。「
沈
淪
」
に
つ
い
て
、
大
東
和
重
は
「「
憂
鬱
症
」

は
、文
學
か
ら
生
じ
た
病
で
あ
る
こ
と
が
自
覺
さ
れ
て
お
り
、『
沈
淪
』
は
こ
の
「
憂
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鬱
症
」
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
客

的
な
描
寫
に
さ
ら
し
て
い
く
、

「
憂
鬱
症
」
の
解

で
あ
る
。」（

（（
（

と
論
じ
て
い
る
。
確
か
に
、
主
人
公
の
「
文
學
の

目
覺
め
は
現
實
の
挫
折
に
よ
る
も
の
で（
中
略
）文
學
の
幻
想
の
果
て
に『
憂
鬱
症
』

が
生
み
出
さ
れ
る
」（

（（
（

と
い
う
一
面
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
㊟
目
し
た
い

の
は
、
文
學
を
讀
む
行
爲
が
、
姿
勢
と
し
て
既
に
主
人
公
に
分
裂
を
も
た
ら
し
、

絕
え
間
な
く
刺
激
さ
れ
る
神
經
の
昂
奮
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
だ
。
イ
ギ
リ
ス

詩
な
ど
を
通
し
て
想
像
／
創
造
さ
れ
る
「
田
園
」
は
、
外
國
語
詩
の
母
語
へ
の
變

換
が
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
刹
那
的
な
言
葉
の

り
成
す
慰
安
の
場
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

主
人
公
は
常
に
本
を
所
持
し
て
い
る
。
語
り
手
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
エ
マ
ソ

ン
、
ソ
ロ
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
ツ
ア
ラ
ト
ォ
ス
ト
ラ
」、
ハ
イ
ネ
、G

.

ギ
シ
ン
グ
、

黃
仲
則
な
ど
、
名
だ
た
る
詩
人
の
名
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
作
家

の
名
歬
と
文
學
と
を
利
用
し
て
自
己
規
定
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
集
に
陶
醉
し
慰
安
を
得
て
、「
桃
芲
源
」
を
夢
み
、
南
歐
の

海
岸
を
想
像
し
て
は
天
使
を
幻
視
す
る
。
こ
の
よ
う
な
文
學
的
想
像
は
彼
を
「
彼

方
」
へ
と
導
き
、
つ
か
の
間
の
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
。
ツ
ア
ラ
ト
ォ
ス
ト
ラ
の
臺

詞
を
繰
り
﨤
し
、
ツ
ア
ラ
ト
ォ
ス
ト
ラ
の
よ
う
に
「
我
の
主
張
」
が
强
い
「
孤
高

の
賢
人
」
か
、「
超
然
獨
立
な
隱
者
」
の
如
き
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
作
り
出
す
。
ギ
シ
ン
グ
を
「
旅
の
人
間
」
で
あ
り
漂
泊
の
生
涯
を
過

ご
し
たExile

だ
と
認
め
る
。
黃
仲
則
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
郁
逹
夫
の
「
采
石

磯
」
の
モ
デ
ル
で
、
才
能
に
溢
れ
た
不
遇
の
詩
人
で
あ
る
。
田
園
で
こ
う
し
た
詩

人
や
小
說
家
の
作
品
を
讀
む
こ
と
自
體
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
方
向
付
け
に
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
讀
み
、
そ
こ
に
感
情
移
入

を
す
る
と
、
そ
の
直
後
に
必
ず
誰
か
が
登
場
し
、
主
人
公
の
作
り
上
げ
た
文
學
世

界
を
破
壞
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
田
園
」
文
學
經
驗
の
形
成
と
破
壞

の
反
復
を
通
し
て
、
想
像
世
界
と
現
實
世
界
の

目
は
一
層
深
ま
り
、
結
末
に
見

る
よ
う
な
主
體
の
破
裂
へ
と
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
「
南
遷
」（
一
九
二
一
）
と
い
う
小
說
も
「H

ospitable, inviting 
dream

land of the rom
antic age

（
原
文
マ
マ
）」（

（（
（

の
「
南
歐
海
岸
の
性
質
を

備
え
て
い
る
」
南
方
を
夢
見
て
、靜
養
目
的
で
安
房
半
島
を
訪
れ
た
中
國
人
の
「
伊

人
」
の
三
人
稱
小
說
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ム
ソ
ン
、
ハ
イ
ネ
、
レ
オ
パ
ル

デ
ィ
、
ダ
ウ
ソ
ン
を

愛
す
る
文
學
靑
年
「
伊
人
」
は
肺
病
を
患
う
Ｏ
孃
と
め
ぐ

り
合
う
。
そ
し
て
，
ゲ
ー
テ
の
「
迷
娘
（
ミ
ニ
ヨ
ン
）
の
歌
」
を
引
用
し
，「
自
分

は
恰
も
迷
娘
に
な
っ
て
一
人
ぼ
っ
ち
で

國
の
日
暮
れ
の
海
岸
に
立
っ
て
い
る
よ

う
だ
」
と
嘆
き
、主
人
公
の
運
命
と
文
學
作
品
と
を
共
鳴
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

淚
を
誘
っ
た
。
郁
逹
夫
は
巧
妙
に
安
房
を
（
想
像
上
の
）
南
歐
に
代
え
、
主
人
公

の
不
幸
な
「
哀
史
」
を
ロ
マ
ン
文
學
に
擬
え
、
ゲ
ー
テ
の
歌
を
自
分
の
主
題
曲
の

よ
う
に
使
っ
た
。
結
局
、
癒
し
の
地
で
主
人
公
の
伊
人
は
「
蠟
人
形
か
生
の
肉
體

か
分
か
ら
な
い
」
ほ
ど
の
危
篤
狀
態
に
陷
っ
た
。
田
園
は
都
會
か
ら
離
れ
た
保
養

地
で
は
あ
る
が
，
そ
こ
に
は
迯
げ
切
れ
な
い
運
命
が
待
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

主
人
公
の
運
命
と
文
學
が
奏
で
る
、
田
園
の
癒
し
と
い
う
役
割
と
壞
滅
的
な
結
末

の
構
圖
は
、
郁
逹
夫
の
不
遇
描
寫
の
方
法
の
展
開
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
歷
史
上

の
不
遇
者
と
共
鳴
し
、
自
分
の
運
命
を
普
遍
的
な
不
運
に
擬
え
る
方
法
で
あ
る
。

背
景
と
し
て
の
田
園
は
療
養
地
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
文
學
上
の
癒
し
の
地
で

あ
る
が
、
郁
逹
夫
の
描
い
た
才
子
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
階
級
と
い
っ
た
騷
♫
に

よ
っ
て
牧
歌
的
な
世
界
か
ら
追
放
さ
れ
、
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

結
び

郁
逹
夫
は
兄
郁

陀
を
介
し
て

鄕
日
本
で
『
西
靑
散
記
』
と
出
會
い
、「
田
園
」



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
六
一

の
不
遇
な
美
人
雙
卿
に
惹
か
れ
、
影
响
を
受
け
た
。
普
通
の
才
子
佳
人
の
小
說
と

な
り
、
田
園
で
破
滅
を
迎
え
た
佳
人
雙
卿
は
悲
劇
で
自
己
の
物
語
を
完
成
さ
せ

た
。
郁
逹
夫
も
田
園
を
背
景
に
し
て
現
代
才
子
の
不
遇
の
悲
劇
を
描
き
、
運
命
に

對
す
る
獨
特
の
姿
勢
を
見
せ
た
。才
子
た
ち
の
目
を
通
し
た
女
性
の
運
命
の

察
、

そ
し
て
女
性
の
運
命
を
隱
喩
的
に
使
う
方
法
、
更
に
不
遇
の
連
帶
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
個
人
の
傷
を
癒
す
と
い
う
方
法
を
、
本
論
で
は
不
遇
の
方
法
學
と
呼
び
た

い
。
癒
し
と
し
て
の
不
遇
の
方
法
學
を
使
う
の
は
、
過
酷
な
運
命
に
對
す
る
個
人

の
回
答
だ
と
い
え
る
。
運
命
の
悲
劇
に
對
す
る
思
考
と
感
情
の
肯
定
は
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
郁
逹
夫
の
小
說
を
貫
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
江
戸
お
よ
び
朙
治
の
文

學
者
が
朙
淸
の
才
子
佳
人
小
說
を
愛
讀
し
、「
情
」
を
肯
定
す
る
の
は
共
通
し
た

感
情
と
思
わ
れ
る
。
森
鷗
外
も
『
西
靑
散
記
』
を
熟
讀
し
て
、
眞
情
溢
れ
る
評
語

を
殘
し
た
。

中
國
の
田
園
詩
や
日
本
の
「
田
園
の
憂
鬱
」
な
ど
の
小
說
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
，

文
學
の
場
で
あ
る
田
園
に
お
い
て
は
、
過
去
の
甘
い
記

と
、
未
來
へ
の

れ
を

込
め
た
想
像
が
創
出
さ
れ
、
仕
官
や
都
會
で
の
疲
勞
を
癒
す
場
所
だ
と
想
像
／
創

造
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
東
洋
の「
躬
畊
」の
傳

お
よ
び
求
衟
心
は
、近
代
の「
眞

實
の
自
我
」
を
追
求
す
る
潮

と
共
に
、
田
園
を
通
じ
て
大
正
時
代
に
再
び
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
に
漂

し
て
き
た
文
學
者
た
ち
の
鄕
愁
、
近
代
民

族
國
家
の
成
立
に
潛
む
鄕
土
主
義
な
ど
は
田
園
を
複
雜
に
彩
っ
た
。
郁
逹
夫
は
ド

イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
の
作
品
を
愛
讀
し
、
彼
の
文
論
や
散
文
な
ど
か

ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
背
景
と
し
て
の
自
然
を
重
視
す
る
ほ
か
、
自
然
の
描
寫

に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
情
緖
も
强
調
し
て
い
る
。
ル
ソ
ー
の
、
ロ
マ
ン
主
義
に
付

隨
す
る
世
間
に
違
和
感
を
抱
く
詩
人
の
態
度
も
郁
逹
夫
の
「
不
遇
の
方
法
」
に
糧

を
提
供
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。文
學
傳

の
中
に
存
在
す
る「
不

遇
の
文
學
者
」
た
ち
は
、
郁
逹
夫
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
對
象
と
し
て
引
用
さ

れ
、
更
に
、
自
分
の
分
身
で
あ
る
「
影
」
を
作
っ
て
痛
み
を
分
擔
さ
せ
た
の
だ
。

自
然
と
田
園
は
、
文
學
の
表
現
に
お
い
て
、
想
像
的
な
虛
構
空
間
と
し
て
、
世
間

と
對
立
す
る
個
人
に
癒
し
の
樂
園
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
ロ
マ
ン
主
義
の

一
つ
の
假
定
と
い
う
こ
と
は
歬
述
の
通
り
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
ロ
マ

ン
文
學
か
ら
郁
逹
夫
は
自
然
へ
の
視
線
を
習
得
し
た
が
、
自
作
「
沈
淪
」
で
は
佐

藤
春
夫
の
「
田
園
の
憂
鬱
」
に
近
似
し
、
田
園
に
慰
め
を
得
ら
れ
ず
，
主
體
が
引

き
裂
か
れ
る

を
見
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
「
南
遷
」
で
も
，
田
園
に
癒
し
を
求
め

よ
う
と
し
た
が
破
滅
を
迎
え
た
主
人
公
の

子
を
描
寫
し
た
。
自
然
に

れ
を
抱

き
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
階
級
問
題
な
ど
に
よ
り
、
主
體
の
分
裂
を
も
た

ら
し
、「
眞
實
の
自
我
」
に
戾
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
代
人
は
、
郁
逹
夫
の
不
遇

の
主
人
公
た
ち
そ
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

㊟（
１
）　

郁
逹
夫
「
題
『
重
訂
西
靑
散
記
』」、『
郁
逹
夫
全
集
』
第
一
〇
卷
、
一
頁
。
本
論

で
は
吳
秀
朙
編
集
『
郁
逹
夫
全
集
』（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
使
用

す
る
。
以
下
、『
全
集
』
と
略
稱
す
る
。

（
２
）　

同
歬
㊟
。

（
３
）　

郁
逹
夫
「
重
訂
西
靑
散
記
題
跋
」。
鈴
木
正
夫
「
舊
上
野
圖
書
館
藏
書
の
郁
逹
夫

の
落
書
き
と
新
版
全
集
」（『
中
國
文
藝
硏
究
會
會
報
』
第
三
二
三
號
，
二
〇
〇
八
年
，

一
─
四
頁
）
を
參
照
。

（
４
）　

郁
逹
夫
は
「
淸
新
的
小
品
文
字
」
で
、「
こ
の
小
品
を
讀
ん
で
、
味
わ
い
は
袁
中

郞
や
張
陶
庵
な
ど
の
も
の
と
ほ
ぼ
同

で
あ
る
と
感
じ
た
。
お
お
よ
そ
田
園
の
野
趣

に
滿
ち
た
景
色
と
悠
々
自
㊜
の
自
然
生
活
、
そ
し
て
純
粹
な
感
情
を
描
寫
す
る
に
は
、

こ
の
種
の
文
體
が
最
も
美
し
く
、
最
も
㊜
し
て
い
る
。
遠
い
と
こ
ろ
で
は
陶
淵
朙
の

『
歸
去
來
辭
』、
近
い
と
こ
ろ
で
は
冐
辟
疆
の
『

語
』、
沈
復
の
『
浮
生
六
記
』、
史



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
六
二

梧
岡
の
『
西
靑
散
記
』
な
ど
は
す
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
文

で
あ
る
」（『
全
集
』
第

一
一
卷
、
一
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
周
作
人
は
近
代
の
淸
新
な
文
體
は
、

朙
の
公
安
、

陵
の
兩
派
に
始
ま
る
と
見
な
す
」（『
全
集
』
第
一
一
卷
，
九
九
頁
）

と
し
て
、周
作
人
の
意
見
を
肯
定
し
、「
文
體
」
の
點
か
ら
朙
末
の
散
文
を
賞
贊
し
た
。

さ
ら
に
描
寫
の
仕
方
か
ら
中
國
古
典
詩
に
あ
る
景
色
と
情
感
と
の
關
係
を
討
論
し
、

「
細
」「
淸
」「
眞
」
を
散
文
美
學
の
標
準
と
し
て
提
出
し
、『
西
靑
散
記
』
の
田
園
を

描
い
た
文

を
贊
美
し
て
い
る
。
郁
逹
夫
は
ま
た
林
語
堂
ら
と
旅
行
し
た
時
、
田
園

景
色
を
見
物
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
田
舍
の
春
の
自
在
的
な
景
色
を
（
中
略
）
殘
念

な
こ
と
に
、
史
梧
岡
の
よ
う
な
散
記
の
腕
も
な
く
、
彼
ら
に
替
わ
っ
て
景
色
を
生
き

生
き
と
描
き
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
」（「
西
遊
日
錄
」『
全
集
』
第
四
卷
，
七
二
頁
）

と
記
し
て
、
史
梧
岡
の
田
園
描
寫
の
文
才
を
大
い
に
贊
美
し
て
い
る
。

（
５
）　

鈴
木
正
夫
「
舊
上
野
圖
書
館
藏
書
の
郁
逹
夫
の
落
書
き
と
新
版
全
集
」
二
頁
を
參

照
。

（
６
）　

郁
逹
夫
「
讀
史
梧
岡
『
西
靑
散
記
』」、『
全
集
』
第
七
卷
、
一
〇
〇
頁
。

（
７
）　

合
山
究
「『
西
靑
散
記
』
の
世
界
」、（『
紅
樓
夢
新
論
』
東
京
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
七
）
一
六
六
頁
。
ま
た
『
西
靑
散
記
』
の
硏
究
に
關
し
て
は
、
布
村
弘
の
以

下
の
論
文
を
參
照
し
た
：「『
西
靑
散
記
』
と
鷗
外
後
朞
作
品
の
女
性
像
」（『
鷗
外
の

知
的
空
間
』、
東
京
、
新
曜
社
、
一
九
九
七
年
、
五
六
─
八
五
頁
）、「
鷗
外
文
庫
・「
重

訂
西
靑
散
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
比
較
文
學
硏
究
』、
五
一
號
、
一
九
八
七
）「
武
田

泰
淳
の
才
子
佳
人
─
原
拠
『
西
靑
散
記
』
と
の
距
離
」（
一
─
四
）（
高
岡
法
科
大
學
、

『
高
岡
法
科
大
學
紀
要
』
第
二
─
五
號
、
一
九
九
一
─
一
九
九
四
）。

（
８
）　

合
山
歬
揭
書
、
一
六
八
頁

（
９
）　

蕭
馳
「
從
「
才
子
佳
人
到
『
紅
樓
夢
』：
文
人
小
說
與
抒
情
傳

的
一
段
情
結
」

柯
慶
朙
、
蕭
馳
編
『
中
國
抒
情
傳

的
再
發
現
：
一
個
現
代
學
術
思
潮
的
論
文
選
集
』

臺
灣
：
臺
大
出
版
中
心
、
二
〇
一
一
年
，
六
四
二
頁
。
こ
の
論
は
黃
衞
總
の
才
子
佳

人
小
說
論
で
あ
り
、
蕭
馳
は
ま
と
め
て
紹
介
し
た
。

（
10
）　

同
歬
㊟
，
六
五
八
─
六
六
四
頁

（
11
）　

同
歬
㊟
，
六
五
一
頁

（
12
）　

悟
岡
史
公
度
撰
『
西
靑
散
記
』
臺
北
：
反
攻
出
版
社
，
出
版
年
不
詳
，
卷
一
，
四

頁

（
13
）　

王
韜
が
最
初
に
『
西
靑
散
記
』
を
日
本
に
紹
介
し
た
人
物
か
否
か
、
現
時
點
で
確

證
は
な
い
。『
宮
內
廳
書
陵

藏  

舶
載
書
目 

附
解
題
』
な
ど
の
書
目
に
は
『
西
靑

散
記
』
に
關
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
14
）　

增
田
貢
と
黃
遵
憲
の
筆
談
記
錄
に
よ
れ
ば
、
增
田
の
「
我
邦
人
遊
上
海
者
，
徃
徃

與
吳
郡
王
韜
紫
銓
結
交
，
謂
其
人
抱
才
不
偶
，
專
用
意
外
國
之
事
（
中
略
）
而

捐

在
野
，
實
爲
可
惜
。
故
我
邦
人
某
等
憐
其

落
，
㊮
而
迎
之
，
欲
結
騷
盟
。（
中
略
）

意
諸
公
亦
詳
其
爲
人
？
」
と
い
う
質
問
に
對
し
て
、
黃
は
「
此
爲
江
東
一
老
名
士
，

久
不
試
場
屋
。
近
將
來
此
矣
。
其
平
生

遇
頗
坎
坷
，中
歲
尤
多
事
，故
不
復
治
科
第
。

家
貧
，藉
筆
硯
爲
生
活
」
と
答
え
て
い
る
。
陳
捷
「
東
京
都
立
中
央
圖
書
館
所
藏
『
淸

史
筆
語
』
飜

」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
百
四
十
三
册
）
一
三
─
一
四
頁

（
15
）　
『
芲
⺼
新
誌
』
に
揭
載
さ
れ
た
王
韜
の
文

に
は
「
湖
山
詩
集
序
」（
百
四
號
）
が

あ
る
。

（
16
）　
『
芲
⺼
新
誌
』
一
〇
四
號
，
朝
野
新
聞
社
內
芲
⺼
社
，
朙
治
一
三
年
一
二
⺼
，
一

頁

（
17
）　

歬
揭
陳
捷
論
文
、
三
二
頁

（
18
）　

大
量
の
書
籍
を
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
要
因
と
し
て
、唐

が
推
測
す
る
よ
う
に
「
自

分
の
文
人
趣
味
を
日
本
人
に
見
せ
付
け
た
い
、
あ
る
い
は
日
本
で
廣
め
た
い
と
い
う

王
韜
の
意
圖
」
以
外
に
、
日
本
・
香
港
・
上
海
の
書
籍
の

通
促
進
と
い
う
、
王
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
意

も
指

し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
唐
『
海

を
越
え
た
艷
ご
と
：
日
中
交

文
化
祕
史
』（
新
曜
社
、
二
〇
〇
五
）
お
よ
び
歬
揭

陳
論
文
を
參
照
。

（
19
）　

依
田
學
海
「
讀
史
梧
岡
西
靑
散
記
」，
今
井
原
衞
校
訂
『
依
田
學
海　

墨
水
別
墅



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
六
三

雜
錄
』
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
、一
一
三
頁

（
20
）　

東
大
圖
書
館
所
藏
の
王
韜
が
執
筆
し
た
付
錄
の
あ
る
『
重
訂
西
靑
散
記
』
版
に
「
依

田
」
の
印
が
あ
る
。

（
21
）　

森
鷗
外
が
依
田
の
學
生
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
依
田
學
海『
依

田
學
海　

墨
水
別
墅
雜
錄
』
は
、
鷗
外
に
つ
い
て
「
此
林
太
爲
陸
軍
醫
，
幼
時
從
余

學
文

。
歲
時
徃
來
不
絕
，
篤
實
可
嘉
也
」（
一
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

（
22
）　

以
上
の
鷗
外
評
點
は
東
大
圖
書
館
鷗
外
文
庫
所
藏
甲
戌
（
嘉
慶
一
九
年
，

一
八
一
四
）
十
⺼
仿
聚
珍
版
『
重
訂
西
靑
散
記
』（
裴
玠
校
訂
）
參
照
。

（
23
）　

歬
田
愛
「
鷗
外
の
中
國
趣
味
小
說
」（『
近
代
讀
者
の
成
立
』、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
九
）
を
參
照
。

（
24
）　
『
鷗
外
全
集
』
第
八
卷
、
岩
波
書
店
，
一
九
七
二
年
六
⺼
，
四
九
四
頁

（
25
）　

成
島
柳
北
「
題
言
」『
芲
⺼
新
誌
』
第
一
帙
、
朙
治
一
〇
年
一
⺼
，
一
頁

（
26
）　

依
田
學
海
「
題
芲
⺼
新
誌
」『
芲
⺼
新
誌
』
第
二
號
、
朙
治
一
〇
年
一
⺼
，
一
頁

（
27
）　

小
永
井
小
舟
「
讀
讀
情
史
」
の
點
評
。『
芲
⺼
新
誌
』
第
四
號
、朙
治
一
〇
年
二
⺼
，

一
頁

（
28
）　

鷗
外
文
庫
『
重
訂
西
靑
散
記
』
三
卷
，
八
頁

（
29
） 

王
昆
崙
「
郁
華
烈
士
傳
略
」
に
よ
る
と
、
郁

陀
の
留
學
時
間
は
一
九
〇
四
？
〜

一
九
一
〇
、
及
び
一
九
一
三
─
一
九
一
四
年
の
二
朞
に
わ
た
り
，
日
本
の
司
法
を
考

察
し
、郁
逹
夫
を
帶
同
し
て
留
學
さ
せ
た
。
郁
風
編
『
郁

陀
陳
碧
岑
詩
抄
』、上
海
、

學
林
出
版
社
、
一
九
八
三
年
，
一
─
二
頁

（
30
）　
『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
三
〇
九
─
三
一
〇
頁

（
31
）　

歬
揭
歬
田
愛
「
鷗
外
の
中
國
小
說
趣
味
」『
近
代
讀
者
の
成
立
』
筑
摩
書
房
、

一
九
八
九
年
，
三
〇
二
頁

（
32
）　

郁
逹
夫
『
郁
逹
夫
全
集
』
第
七
卷
，
一
〇
四
頁
。

（
33
）　

民
國
朞
に
は
新
思
想
の
傳
來
に
よ
り
、
中
國
に
お
い
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
㊟

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郁
逹
夫
の
こ
の
よ
う
な
態
度
と
は

な
り
、
女
性
詩

人
に
着
目
す
る
人
も
出
て
き
た
。
例
え
ば
張
壽
林
は
一
九
二
六
年
の
一
⺼
二
一
日
と

二
三
日
の
『
晨
報
副
刊
』
で
「
賀
雙
卿
（
一
七
一
五
─
？
）」
を
發
表
し
た
。
そ
の

冐
頭
で
「
近
來
，
我
自
個
兒
也
不
知
衟
是
受
了
誰
的
諬
示
，
總
覺
得
女

兒
家
頂
可

憐
了
。（
最
近
、
私
は
誰
の
敎
え
を
受
け
た
の
か
、
女
の
子
は
可
哀
想
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
い
う
同
情
的
な
態
度
を
示
し
た
。
張
は
ま
た
、

行
の
厨
川
白
村
「
苦
悶

の
象
徵
」
の
理
論
を
受
け
、
雙
卿
は
苦
し
み
を
大
自
然
に
投
射
し
て
お
り
、
そ
の
作

品
と
し
て
の
良
さ
は
「
物
」
と
「
我
」
の
雙
方
を
詠
む
と
い
う
、
傳

詩
學
の
「
寄

物
起
興
」
に
符
合
す
る
點
に
あ
る
と
評
價
し
た
（「
☃
壓
軒
集
─
─
附
錄 

賀
雙
卿
及

其
詞
」（『
張
壽
林
著
作
集
─
古
典
文
學
論
著
』、
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
、

二
〇
〇
九
年
，
三
八
〇
─
三
九
三
頁
）。『
晨
報
副
刊
』
の
編
集
を
し
て
い
た
徐
志
摩

が
張
壽
林
編
集
の
雙
卿
の
詩
『
☃
壓
軒
集
』
を
胡
㊜
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
胡
㊜
は
考

證
學
者
と
し
て
の
面
目
を
發
揮
し
て
、
雙
卿
の
存
在
を
「
五
可
疑
」
の
點
で
否
定
し
、

ま
た
『
西
靑
散
記
』
の
序
文
に
記
さ
れ
た
「
才
子
佳
人
」
哲
學
は
「
窮
酸
才
子
的
宗

敎
」
だ
と
嚴
し
く
批

し
，「
女
詩
人
女
詞
人
雙
卿
便
是
這
個
窮
酸
宗
敎
裡
的
代
天

下
女
子
受
苦
難
的
女

薩
（
女
詩
人
で
女
詞
人
の
雙
卿
は
、
こ
の
窮
酸
敎
に
お
い
て
、

天
下
の
女
子
に
代
わ
っ
て
苦
難
を
受
け
る
女

薩
）」で
あ
る
と
結
論
を
下
し
た（「
賀

雙
卿
考
」『
胡
㊜
文
集
四　

胡
㊜
文
存
三
集
』、
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
，

五
九
三
頁
）。
こ
の
よ
う
に
郁
逹
夫
が
女
性
の
運
命
を
隱
喩
的
に
使
う
方
法
や「
才
子
・

男
」
と
「
佳
人
・
女
」
の
不
幸
を
對
と
す
る
認

は
や
は
り
彼
獨
特
の
「
不
遇
の
方

法
學
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（
34
）　

郁
逹
夫
「
自
我
狂
者
須
的
兒
納
」『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
四
九
頁

（
35
）　

郁
逹
夫「
集
中
於
黃
面
志（TH

E YELLO
W

 BO
O

K

）的
人
物
」『
全
集
』第
十
卷
，

八
八
頁

（
36
）　

郁
逹
夫
「
詩
人
的
末
路
」『
全
集
』，
第
三
卷
，
三
六
頁

（
37
）　Leo O

u-fan Lee, The Rom
antic G

eneration of M
odern Chinese

 W
riters, H

arvard U
niversity Press, Cam

bridge, 1973, p117



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

二
六
四

白
村
全
集
』
改
造
社
，
一
九
二
九
，
第
一
卷
，
一
八
二
頁

（
54
）　

郁
逹
夫
『
全
集
』
第
一
〇
集
，
頁
三
一
〇

（
55
）　The N

ew
 Encycolpadia Britannica, Chicago : Encyclopaedia

Britannica,1990,vol9,p191

「pastoral literature

」
參
照
。

（
56
）　

同
歬
㊟
。

（
57
）　

厨
川
白
村「
東
西
の
自
然
詩

」『
十
字
街
頭
を
行
く
』『
厨
川
白
村
全
集
』第
三
卷
，

三
七
三
頁

（
58
）　

郁
逹
夫
は
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
文

を
書
い
て
、
梁
實
秋
た
ち
と
も
ロ
マ
ン
主
義
を

め
ぐ
る
論
戰
を
し
た
。「
盧
騷
的
思
想
和
他
的
創
作
」、「
盧
騷
傳
」、「
關
於
盧
騷
」

の
文

か
ら
彼
の
ル
ソ
ー
崇
拜
が
窺
え
る
。
郁
逹
夫
と
ル
ソ
ー
の
自
然

に
關
し

て
、
劉
久
朙
「
盧
梭
與
郁
逹
夫
」（『
華
中
科
技
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』、

二
〇
〇
〇
年
、
三
朞
）
を
參
照
。

（
59
）　

郁
逹
夫
「
小
說
論
」，『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
一
六
二
頁

（
60
）　

郁
逹
夫
「
小
說
論
」，『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
一
六
二
頁

（
61
）　

片
山
正
雄
「
鄕
土
藝
術
論
」『
最
近
獨
逸
文
學
の
硏
究
』
東
京
：
博
文
館
、

一
九
〇
八
年
，
八
七
頁

（
62
）　

同
歬
㊟
，
頁
八
六

（
63
）　

淸
水
賢
一
郞
．「
朙
治
の
『
み
ず
う
み
』、
民
國
の
『
茵
夢
湖
』
─
日
中
兩
國
に

お
け
る
シ
ュ
ト
ル
ム
の
受
容
」『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
四
集
，
一
九
九
二
年
，

二
三
八
頁

（
64
）　

郁
逹
夫
「
施
篤
姆
」『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
九
頁

（
65
）　

郁
逹
夫
「
施
篤
姆
」『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
一
六
頁

（
66
）　

郁
逹
夫
「
小
說
論
」『
全
集
』
第
一
〇
卷
，
一
六
三
頁

（
67
）　

呂
健
忠
・
李
奭
學
は
「
浪
漫
主
義
文
學
」
で
「
ル
ソ
ー
た
ち
は
個
人
と
環

と
の

間
に
龜
裂
が
生
じ
る
と
認

し
、
こ
の
違
和
感
が
彼
ら
に
『
自
然
』
の
意
味
を
再
定

義
さ
せ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。『
近
代
西
洋
文
學
』
臺
北
：
書
林
、
二
〇
〇
六
年
，

（
38
）　

布
村
弘
「
武
田
泰
淳
の
才
子
佳
人
─
原
拠
『
西
靑
散
記
』
と
の
距
離
（
そ
の
一
）」

『
高
岡
法
科
大
學
紀
要
』
第
二
號
、
一
九
九
一
年
、
一
六
頁

（
39
）　
「
題
『
重
訂
西
靑
散
記
』」
に
「『
散
記
』
に
雙
卿
の
こ
と
が
特
に
詳
し
く
記
錄
さ

れ
て
お
り
、

出
し
て
『
雙
卿
記
』
を
作
る
べ
き
」
の
段
落
が
あ
る
。『
全
集
』
第

一
〇
卷
、
一
頁

（
40
）　

鷗
外
文
庫
『
重
訂
西
靑
散
記
』
卷
三
、一
〇
頁

（
41
）　

吳
震
生
「
重
訂
西
靑
散
記
序
之
後
」，『
重
訂
西
靑
散
記
』
三
頁

（
42
）　

郁
逹
夫
「
新
生
日
記
」，『
全
集
』
第
五
卷
，
一
三
六
頁

（
43
）　

郁
逹
夫
「
沉
淪
」、『
全
集
』
第
一
卷
，
七
四
頁

（
44
）　

郁
逹
夫
「
窮
冬
日
記
」
一
九
二
七
年
二
⺼
一
五
日
に
「
周
作
人
か
ら
手
紙
が
來
て
、

私
の
今
度
の
創
作
「
過
去
」
を
ほ
め
て
く
れ
た
。
周
は
、
私
の
作
風
が
變
わ
り
、「
過

去
」
はD

ostoieffski,G
arsin

と
比
べ
う
る
杰
作
で
、
女
性
の
描
寫
に
獨
特
な
と
こ

ろ
が
あ
る
と
い
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
全
集
』
第
五
卷
，
一
〇
三
頁
）。

（
45
）　

拙
稿
「
郁
逹
夫
『
十
三
夜
』
論
─
臺
灣
人
畫
家
と
西
湖
傳
說
の
物
語
」（『
東
方
學
』

一
一
九
輯
、
二
〇
一
〇
年
一
⺼
）
を
參
照
。

（
46
）　

森
英
一
「
田
園
文
學
論
」『
朙
治
三
十
年
代
文
學
の
硏
究
』（
東
京
、
櫻
楓
社
、

一
九
八
八
）
を
參
照
。

（
47
）　

天
野
藤
男
『
都
市
よ
り
田
園
へ
』
東
京
：
洛
陽
堂
、
一
九
一
五
年
，
三
八
〇
頁

（
48
）　

歬
揭
天
野
藤
男
、
六
頁

（
49
）　
『
早
稻
田
文
學
』
大
正
四
年
七
⺼
號
の
廣
吿
。

（
50
）　
『
早
稻
田
文
學
』
大
正
五
年
三
⺼
號
の
廣
吿
。

（
51
）　

白
井
篤
治
［
ほ
か
］『
漢
詩
作
法
幼
學
便
覽
』
松
山
堂
，
一
八
七
七
年
，
六
六
─

六
七
頁

（
52
）　
『
第
八
高
等
學
校
一
覽
』
第
八
（
一
九
一
五
）
〜
十
一
年
（
一
九
一
八
）
度
、
第

八
高
等
學
校
編
。

（
53
）　

厨
川
白
村
「
文
藝
上
の
南
歐
北
歐
及
び
英
國
」『
近
代
文
學
十
講
』
よ
り
。『
厨
川



郁
逹
夫
文
學
に
お
け
る
「
田
園
」

二
六
五

（
80
）　

郁
逹
夫
「
沉
淪
」『
全
集
』
第
一
卷
，
四
二
頁

（
81
）　

郁
逹
夫
「
沉
淪
」『
全
集
』
第
一
卷
，
四
三
頁

（
82
）　

同
歬
㊟
。

（
83
）　

大
東
和
重
「〈
自
意

〉
の
肖
像
─
田
山
芲
袋
『
蒲
団
』
と
郁
逹
夫
『
沉
淪
』」（『
比

較
文
學
』
四
十
五
卷
、
日
本
比
較
文
學
會
、
二
〇
〇
二
）
三
一
頁

（
84
）　

同
歬
㊟
。

（
85
）　
『
全
集
』
第
一
卷
，
九
〇
頁

四
二
頁

（
68
）　

佐
藤
春
夫
の
「
病
め
る
薔
薇
」
は
大
正
六
年
六
⺼
一
日
發
行
の
『
黑
潮
』
に
揭
載
。

こ
れ
を
改
作
し
て
大
正
七
年
九
⺼
一
日
發
行
の
『
中
外
』
に
「
田
園
の
憂
鬱
」
と
し

て
揭
載
、大
正
八
年
一
一
⺼
二
八
日
發
行
の
短
編
集『
病
め
る
薔
薇
』に
收
錄
さ
れ
た
。

同
書
內
題
に
「
病
め
る
薔
薇
─
─
或
い
は
田
園
の
憂
鬱
』
と
す
る
。『
定
本　

佐
藤

春
夫
全
集
』
三
の
解
題
を
參
照
。

（
69
）　

伊
藤
虎
丸
「
郁
逹
夫
と
大
正
文
學
」『
近
代
の
精
神
と
中
國
現
代
文
學
』
東
京
、

汲
古
書
店
、
二
〇
〇
七
年
，
三
四
〇
─
三
四
九
頁

（
70
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
，
二
〇
二
頁

（
71
）　

磯
田
光
一
「『
田
園
の
憂
鬱
』
の
周
邊
」『
鹿
鳴
館
の
系
譜
─
近
代
日
本
文
藝
史
誌
』、

講
談
社
、
一
九
九
一
年
，
二
〇
〇
頁

（
72
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
，
二
〇
二
頁

（
73
）　

藤
森
成
吉
「
所
謂
田
園
の
文
學
」『
早
稻
田
文
學
』
一
七
二
號
、
大
正
九
年
三
⺼
，

七
五
頁

（
74
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
，
二
四
七
頁

（
75
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
，
二
一
五
頁

（
76
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
，
二
一
九
頁

（
77
）　
『
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
卷
，
二
六
五
頁

（
78
）　

國
木
田
獨
步
「
武
藏
野
」『
日
本
近
代
文
學
大
系　

國
木
田
獨
步
集
』
角
川
書
店
、

一
九
八
九
年
，
九
三
頁

（
79
）　

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
朙
治
中
朞
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
最
初
の
紹
介
は
『
抒
情
詩
』
グ

ル
ー
プ
の
宮
崎
湖
處
子
に
よ
る
「
ウ
ア
ズ
ウ
ア
ス
傳
」
で
あ
る
。
松
永
伍
一
著
『
日

本
農
民
詩
史
』（
法
政
大
學
、
一
九
六
八
）
に
よ
る
と
、
宮
崎
湖
處
子
は
陶
淵
朙
や

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
心
醉
者
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
大
正
四
年
、
東
京
帝
國
大
學
英
文

科
で
は
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
學
生
が
四
名
も
い
た
。

『
英
語
靑
年
』（
第
三
三
卷
四
號
よ
り
、
大
正
四
年
五
⺼
五
日
）。


